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令和２年６月第６回亘理町議会臨時会会議録（第３号）

○ 令和２年６月１６日第６回亘理町議会臨時会は、亘理町役場議事堂に招集され

た。

○ 応 招 議 員（１８名）

１ 番 小 野 一 雄 ２ 番 鈴 木 邦 彦

３ 番 高 野 進 ４ 番 結 城 喜 和

５ 番 安 藤 美重子 ６ 番 大 槻 和 弘

７ 番 鈴 木 秀 一 ８ 番 小 野 明 子

９ 番 佐 藤 邦 彦 １０番 木 村 満

１１番 森 義 洋 １２番 渡 邉 健 一

１３番 澤 井 俊 一 １４番 佐 藤 正 司

１５番 鈴 木 高 行 １６番 熊 田 芳 子

１７番 鈴 木 邦 昭 １８番 佐 藤 實

○ 不 応 招 議 員（ ０名）

○ 出 席 議 員（１８名） 応招議員に同じ

○ 欠 席 議 員（ ０名） 不応招議員に同じ
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○ 説明のため出席した者の職氏名

○ 事務局より出席した者の職氏名

町 長 山 田 周 伸 副 町 長 三戸部 貞 雄

総 務 課 長 牛 坂 昌 浩 企 画 課 長 齋 義 弘

財 政 課 長 大 堀 俊 之 税 務 課 長 佐 々 木 厚

町 民 生 活

課 長
岡 﨑 詳 子 福 祉 課 長 佐 藤 育 弘

長 寿 介 護

課 長
橋 元 栄 樹

子ども未来

課 長
岩 泉 文 彦

健 康 推 進

課 長
齋 藤 彰

農 林 水 産

課 長
菊 池 広 幸

商 工 観 光

課 長
関 本 博 之

都 市 建 設

課 長
袴 田 英 美

施 設 管 理

課 長
齋 藤 輝 彦

上 下 水 道

課 長
齋 藤 秀 幸

会計管理者

兼会計課長
菊 地 邦 博 教 育 長 奥 野 光 正

教 育 次 長 南 條 守 一
教 育 総 務

課 長
太 田 貴 史

生 涯 学 習

課 長
片 岡 正 春

農業委員会

事 務 局 長
山 田 勝 徳

選挙管理委員会

書 記 長
牛 坂 昌 浩

代 表 監 査

委 員
渋 谷 憲 之

事 務 局 長 西 山 茂 男 庶 務 班 長 佐 藤 貴

主 事 片 岡 工
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議事日程第３号

〔議事日程表末尾掲載〕

本日の会議に付した案件

日程第 １ 会議録署名議員の指名

議長諸報告

日程第 ２ 選挙管理委員及び補充員の選挙

日程第 ３ 議案第５０号 亘理町デマンド型乗合タクシー条例

日程第 ４ 議案第５１号 亘理町町民乗合自動車条例

日程第 ５ 議案第５２号 亘理町町税条例の一部を改正する条例

日程第 ６ 議案第５３号 亘理町手数料条例の一部を改正する条例

日程第 ７ 議案第５４号 亘理町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条

例

日程第 ８ 議案第５５号 亘理町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す

る条例

日程第 ９ 議案第５６号 亘理町精神障害者通所授産施設条例の一部を改正す

る条例

日程第１０ 議案第５７号 亘理町国民健康保険条例の一部を改正する条例

日程第１１ 議案第５８号 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例

日程第１２ 議案第５９号 工事請負契約の締結について（令和２年度旧庁舎・

保健センター解体整地工事）

日程第１３ 議案第６０号 あっせんの申立てについて

日程第１４ 議案第６１号 令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３号）

日程第１５ 議案第６２号 令和２年度亘理町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）

日程第１６ 議案第６３号 令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正予算（第

１号）

日程第１７ 報告第１１号 繰越明許費繰越計算書について（令和元年度亘理町

一般会計予算）
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日程第１８ 報告第１２号 繰越明許費繰越計算書について（令和元年度亘理町

公共下水道事業特別会計予算）

日程第１９ 報告第１３号 事故繰越し繰越計算書について（令和元年度亘理町

一般会計予算）

日程第２０ 報告第１４号 令和元年度亘理町水道事業会計予算繰越計算書につ

いて

日程第２１ 委員会の閉会中の継続審査申出について

日程第２２ 委員会の閉会中の継続調査申出について

午前１０時００分 開議

議 長（佐藤 實君） おはようございます。

これより本日の会議を開きます。

まず、クールビズでありますので、暑い方は上着を外すことを許可いたします。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

議 長（佐藤 實君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は会議規則第124条の規定により、14番 佐藤正司議員、15番

鈴木高行議員を指名いたします。

議長諸報告

議 長（佐藤 實君） 次に、諸般の報告をいたします。

第１、教育福祉常任委員長から付託案件審査について、閉会中の継続審査の申出

を受理しております。

第２、各常任委員長及び議会運営委員長から、閉会中の継続調査の申出を受理し

ております。

以上で諸般の報告を終わります。
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日程第２ 選挙管理委員及び補充員の選挙

議 長（佐藤 實君） 日程第２、選挙管理委員及び補充員の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の規

定により指名推選といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選とすることに

決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議長において指名することといたし

たいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議長によって指名することに決定い

たしました。初めに、選挙管理委員には亘理町逢隈鹿島字町東南27番地１ 永沼

次雄氏、亘理町荒浜字御狩屋159番地114 菊地正博氏、亘理町長瀞字曽根23番地

129 小野喜久氏、亘理町逢隈蕨字梨木24番地３ 木口巌夫氏、以上の方を指名い

たします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました方を選挙管理委員の当選人と定め

ることにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました永沼次雄

氏、菊地正博氏、小野喜久氏、木口巌夫氏、以上の方が選挙管理委員会委員に当

選されました。

次に、選挙管理委員補充員には、亘理町字道田西14番地１ 小松武彦氏、亘理町

吉田字中原55番地412 岩山 裕氏、亘理町逢隈高屋字鳥屋崎66番地 酒井輝郎

氏、亘理町逢隈上郡字椿６９番地 笹崎義浩氏、以上の方を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました方を選挙管理委員補充員の当選人

と定めることにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました小松武彦

氏、岩山 裕氏、酒井輝郎氏、笹崎義浩氏、以上の方が選挙管理委員補充員に当



-60-

選されました。

続いて、補充の順序についてお諮りいたします。補充の順序は、ただいま議長が

指名いたしました順序にしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、補充の順序は、ただいま議長が指名

した順序に決定いたしました。

日程第３ 議案第５０号 亘理町デマンド型乗合タクシー条例

議 長（佐藤 實君） 日程第３、議案第50号 亘理町デマンド型乗合タクシー条例の件を

議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。企画課長。

企画課長（齋 義弘君） それでは、議案第50号を説明いたします。議案書の１ページをお

開きください。

議案第50号 亘理町デマンド型乗合タクシー条例。

第１条（目的）でございます。この条例は、公共交通が通っていない交通空白地

域の解消や交通弱者の移動手段を確保するため、亘理町デマンド型乗合タクシー

（以下「デマンドタクシー」という）を運行することで、町民の利便性の向上及

び地域の活性化を図ることを目的とする。

第２条（定義）でございます。この条例において、デマンドタクシーとは、利用

しようとする者（以下「利用者」という）から予約を受けて、乗合により乗車場

所からそれぞれの目的地まで送迎することをいう。

第３条は、運行区域でございます。デマンドタクシーの運行区域は、亘理町内全

域でございます。

第４条（運行日等）、デマンドタクシーの運行日は、月曜日から金曜日までとす

る。ただし、亘理町の休日を定める条例、これに定める日は運行しないものとす

る。これにつきましては、国民の休日並びに年末年始をうたっております。

第２項、町長は、前項の規定に関わらず、特に必要と認めたときは臨時に運行

し、または、臨時に運休することができる。
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第３項、デマンドタクシーの運行時間については、規則で定める。

第５条（利用者）、利用者は、町内に住所を有し、利用者登録を行う者とする。

２ページでございます。

第６条（使用料金）、利用者は、１人１乗車につき、別表に掲げる使用料金を納

付しなければならない。

第７条（使用料金の減免）、こちらでは、特別な理由があると認める者について

は、規則で定めるところにより、利用料金を減免することができるというもので

ございまして、内容につきましては、身体障害者とか、あと療育手帳等、あと精

神障害者等の手帳をお持ちの方は半額に減免するという規定でございます。

第８条（使用料金の還付）、既に納付された使用料金は還付しない。ただし、町

長が特別の理由があると認めるときは、その全部または一部を還付することがで

きる。

第９条（利用の制限）でございます。第１号から第３号までの場合、乗車を拒否

し、または運行の途中でも降車させることができるとしております。

第10条（業務の委託）、町長は、デマンドタクシーの運行に関する業務の全部ま

たは一部を、こちらにつきましては、タクシー事業者に委託するというものでご

ざいます。

第11条（委任）、この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。

４ページをご覧ください。

別表のほうでございます。第６条関係の使用料金について、こちらで記載してご

ざいます。大人、高校生以上につきましては400円、小中学生が200円、未就学児

は無料、75歳以上が200円、65歳以上で運転免許証を自主返納し、かつ、返納時に

交付される運転免許の取消通知書または運転経歴証明書の所持者ということで、

利用登録時から１年間無料としてございます。

３ページのほうにお戻り頂きまして、附則としまして、この条例は令和２年８月

１日から施行する。

以上でございます。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。９番佐藤邦彦議

員。

９ 番（佐藤邦彦君） 何点かお尋ねいたします。
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新たな公共交通としてデマンド型乗合タクシーが導入されることになるわけです

ね。どこからでもどこでも利用できる、この乗合タクシーは、高齢者、とりわけ

後期高齢者には町民のニーズから、大変期待が大きいというふうに聞いておりま

す。

交通空白地域の解消と交通弱者の移動手段の確保から、町民の利便性の向上が確

実に図られると私も思います。

そこでお聞きいたします。町民バスさざんか号との利用、併用利用になるわけで

すね。町民バスは、逢隈、荒浜、吉田西部、東部から亘理駅が終点の運行になっ

ておりまして、ほとんどが亘理地区への通院、買物、銀行、公共施設の利用が大

変多い状況であると。そのため、亘理町の地域特性といいますか、交通ルートを

地図で見てみますと、町民バス利用者が家の前まで来てくれる乗合タクシーへ便

利なシステムの移行が当然考えられるわけです。

そうしますと、町民バス利用者が激減していくのではないかというふうな、私は

心配を持ちます。

やはり、このようなことから、やっぱり町民バスとデマンド型乗合タクシーの競

合ですね、役割分担、調整と運行利用計画、その適正化というものをどのように

今回考えたのか、その１点、まずお伺いいたします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 町民バス、現在さざんか号でございますけれども、こちらにつき

ましては、路線型のバスとしまして、主要４路線走らせております。

亘理駅を中心にダイヤを作っておりますけれども、やっぱり利用が多いのが、朝

夕の通勤通学、こちらのほうが中心となっておりまして、こちらの現行の運行ダ

イヤにつきましては、そのまま継続で運行させていただきたいと考えておりま

す。

一方、デマンド型乗合タクシー、こちらは先ほど議員申されたように、ドアツー

ドアというのが一番のメリットでございまして、指定された場所から目的地まで

利用できるというのが一番のメリットでございます。

現行の循環型のわたりん号、こちらは、亘理駅を中心に公共施設、役場もそうで

すけれども、医療機関とかスーパーなどに移動する際にお送りをされております

けれども、今回のデマンド型乗合タクシーにつきましては、その役割を引き継ぎ
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まして、さらに自由度が増すサービスとして期待しているところでございます。

以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 佐藤邦彦議員。

９ 番（佐藤邦彦君） スタート時点に立って、１年間、２年間とやって、いろいろな反省

点、調整点が出てきて、それらを生かしていろいろな考え方が出てくるのかと思

います。

そこで、次ですが、家の前から家の前、ドアツードアというデマンド型乗合タク

シーは、大変高齢者の需要があるわけです。それは、民間タクシーと同じ利用形

態であるからだと思います。地元のタクシー業界と今後どのようなすみ分けを行

っていくのか。低料金であれば、当然民間よりも比較的400円、乗合という状態で

はあるけれども、どうしてもこちらのほうにシフトしてくるんじゃないかという

ふうに考えられるわけですが、地元タクシー業界とのすみ分け、企業経営圧迫と

は言いませんが、その辺の調整、考え方、どのような話を行ってきたのかお伺い

します。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 既存のタクシー業者の経営の圧迫にならないのかというご心配で

ございますけれども、これまでやっぱりこのデマンド型乗合タクシーを運行する

に当たって、もちろん地元のタクシー業者と打合せを何度も重ねて、ようやくこ

こにたどり着いたわけでございます。

デマンドタクシーの運行につきましては、まず、地元のタクシー業者に委託する

というのは、今申しましたとおり、町内を知り尽くしているということ、これが

一番やっぱり地元のタクシーを使うというのの一番のメリットでございますけれ

ども、デマンド型乗合タクシーにつきましては、事前登録者のみの完全予約制で

あるということ。また、土日祝日は運行しないということです。あとは、町外へ

の利用ができない。町内のみの利用ということになりますので、そういった一定

の制約を設けておりまして、緊急性とか、あと機動性を併せ持ちます既存のタク

シーとは一線を画していると考えているところでございまして、経営には大きな

影響はないものと現在のところ考えているところでございます。

議 長（佐藤 實君） 佐藤邦彦議員。

９ 番（佐藤邦彦君） 予約センターの業務についてであります。
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旧役場庁舎の水道事業所のほうに予約センターを設置すると。そうしますと、業

務内容については、全員協議会では説明がありましたが、このオペレーターとし

ての運行管理というのは、結構複雑になるのかなというふうに考えますが、その

人材と人数をどのような配置、その運行計画も含めて、これが１点。

もう１点、あと、民間のタクシーを利用すると、使用するというようなことにな

りますので、そのデマンド型乗合タクシーを運行している場合は、車両のデザイ

ンとか表示を一般のタクシーと区別して、しっかりと町民の皆様方にご奉仕でき

るような形を取っていくのか。この２点お願いします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） まず、予約センターの、運行する場合のオペレーターでございま

すけれども、委託するタクシー事業者のほうからオペレーターを出していただく

というような形で、今現在話しているところでございます。

そのオペレーターの業務につきましては、まず、利用者登録をしていただいて、

その利用者の登録をまずコンピューターのほうに入力すると。あとは、実際に使

う場合の利用者のどこからどこまで行きたいのかというような予約を受け付けま

す。その場合、コンピューターのほうにシステムが入っておりまして、何月何日

の誰々さんはどこからどこまで移動すると。例えば２人目の方がどこからどこま

で移動したいという場合に、最短距離でその経路を自動的に出せるようなシステ

ムになっておりまして、そのシステムの運行につきましても、事前にそういった

研修等を行ってやっていきたいと考えております。

次に、車両のデザインですけれども、こちらにつきましては、既存のタクシー事

業者からタクシーを借り上げるということで、そのままの車両を借り上げますの

で、専用車両にはなりません。ですので、カラーリングを新しくするとか、デザ

インを特別決めるとか、そういったことは今のところ考えておりません。マグネ

ット式で表示というのも考えたんですけれども、やっぱり既存のタクシーのほう

に傷がつくというふうなことがございまして、そちらのほうは、ちょっと断念し

た経緯がございます。

今後は、運転手の方に腕章等をつけていただくとか、あと車両の中に何か表示で

きるものを考えていきたいと考えております。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。14番佐藤正司議員。
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１４番（佐藤正司君） 新規の条例ということでございます。第５条の利用者、利用者登録

を行う者というふうになっております。

利用者登録、運行まで８月３日から運行というふうに聞いております。そうしま

すと、あと１か月半くらいになるわけですね。いつまで、いつから受付を開始し

て、利用者登録カードの郵送があると思うんですね。そういう手続等々もござい

ます。

それと、申請書はどこで受け取ったらいいのか。

あとまた、電子申請も可能なのか。まず、そこのところをお聞きいたします。

あともう１点、あと１か月半ということで、住民周知ですね。条件としては、利

用者登録が必要だということと、１人でも乗り降りは行う方が乗車できるんです

よと。障害等々については、同乗者が乗れば可能だということでございます。

あとまた、利用回数、１日について２回までとかと聞いているわけでございます

けれども、その辺のＰＲ、住民周知、その辺についてお伺いをいたします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） まず、いつから受け付けるのかということでございますけれど

も、利用の登録の方法等につきましては、広報わたりの７月号、またはホームペ

ージ等でお知らせをしていきたいと考えております。

周知次第、利用者の登録はすぐ開始したいと考えてございます。

その前に、住民説明会等も考えておったんですけれども、先日ちょっとお話しさ

せていただきましたが、新型コロナウイルス感染症防止のため、慎重に開催時期

を協議検討していくということで、役場の例えば高齢者関係の事業等を活用しま

して、その中で、説明する時間を設けさせていただくとか、あとは、地区の区長

会等で説明をしていきたいと考えているところでございます。

受付の開始につきましては、７月の広報が周知次第、すぐにでも開始したいと考

えておるところでございます。

次に、利用者の登録カード等につきましては、こちらのほうは申請者に対しまし

て、改めてカードを配布するというふうには考えてございません。システム上、

どこの誰が登録されているというのは、コンピューターのほうで管理したいと考

えているところでございます。

あと、電子申請についても同様です。こちらもちょっと考えてはございません。
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あと、周知につきましては、先ほど申しましたとおりでございまして、まず、先

日の６月号の広報わたりのほうで既にわたりん号が生まれ変わりますということ

で、現在のわたりん号から新たな乗合タクシーのわたりん号に変わるんだよと。

デマンド型乗合タクシーとはこういうものですよというようなお知らせは既にさ

せていただいております。

先ほど申しましたとおり、説明会、できる限り地域に出向いて説明会を行いなが

ら、広報等も活用し、やっていきたいと考えております。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 佐藤正司議員。

１４番（佐藤正司君） いち早く導入している大河原町でございますけれども、そこの利用

者申請について、家族での申請を受け付けているわけでございます。生年月日、

まずは申請者と電話番号、携帯まで、それと事前に知らせたい事項ということ

で、例えば少し耳が遠いとか、あとまた、子供さんが中学生とか小学生だという

ふうなことも事前登録のときに記載していて、それでカードをそれぞれ配布して

いるということでございます。

その辺参考にされたらいかがかなというふうに思います。

あともう一つ、大河原では、Ｑ＆Ａを作っております。デマンドタクシーとはど

ういうものかというふうなことで、問合せに対してこういうことですよとかとい

うことで、その中で何点か、特に重要なのは、今新型コロナで風邪症状の場合で

も乗車できますかというふうにＱ＆Ａの中のその他に記載されているんです。風

邪症状に該当する場合は、ご利用を控えてください。風邪の症状、くしゃみ、発

熱等々、あと強い倦怠感、あと直近１か月以内に海外渡航歴のある方というふう

なことをこのＱ＆Ａに書いております。

亘理町もこういうふうに、コロナでなかなか説明会が難しいというふうなことで

の、なるべく細部にいって説明したいというふうなことでございますけれども、

その説明のときにでも、このＱ＆Ａを参考にされてはいかがかというふうに思い

ます。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） ありがとうございます。

先ほど利用者登録をできる場所をちょっと発言しませんでしたので、そちらも併

せて発言したいと思います。
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利用者登録につきましては、役場、あとはオペレーターのいるセンター、そちら

のほうでの登録、今現在考えているのが、より広く登録をしたいということで、

地区交流センターも今検討しているところでございます。

登録の申請の内容ですけれども、まず、申請者の名前と、あと生年月日、あと住

所はもちろんですけれども、あと一緒に申請する家族の方もこの申請書のほうに

書くようになっております。性別と生年月日、あと緊急の連絡先等、あと一番最

後に、運転手に知ってもらいたい事項ということで、こちらのほうにも特記事項

書くような内容で掲載してございます。

それから、Ｑ＆Ａの活用、こちらはぜひ参考にさせていただきたいと思います。

ありがとうございます。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 佐藤正司議員。

１４番（佐藤正司君） 初めて、タクシー、乗合に慣れていない、初めての運行でございま

す。町民が戸惑いのないような運行体制にしていただきたいというふうに思いま

す。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。11番森 義洋議員。

１１番（森 義洋君） ２点伺います。

こちらの料金でございますけれども、こちらの支払い、これは町に入るのか、も

しくはその事業者に入るのか、どちらになるか。

それと、こちらの支払い方法なんですが、料金の支払いについては、この２者と

もどちらも今キャッシュレス決済のほうができるような状況で運行していると思

います。この料金の支払いに関してもキャッシュレス決済ができるように考えて

いるのか。こちら２点お答えをお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） まず、料金でございますけれども、こちらのほうは町に入るよう

になってございます。

あと、キャッシュレス決済ですけれども、スタート時にはまだそちらのほうは、

キャッシュレス決済はできないようなことになって、現金のみということになり

ます。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。５番安藤美重子議員。

５ 番（安藤美重子君） 登録のことについてお伺いいたします。
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町内に住所を有している方ということなんですけれども、例えば町外にお嫁さん

に行ったとか、進学、仕事の関係で住民票を向こうに移したという方が例えばご

両親の介護のために、月のうち何日かこちらのほうに来ると。そういう方も利用

できるようなシステムにしていったらいいんじゃないかなとちょっと思ったんで

すね。

それと併せて、介護する方がここの方でない場合、親戚とかお友達だったりす

る、他町の方も同乗できるような、そういうシステムにはならないものかどうか

お伺いします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 今現在は、町内の方のみの利用というふうに考えてございますの

で、ちょっと介護者の方が町外の場合とか、そういったことにつきましては、ち

ょっとほかの地域で今現在運行しているところも参考にさせていただいて、ちょ

っと検討させていただきたいと思います。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 安藤美重子議員。

５ 番（安藤美重子君） 介護の関係で、今ですと、ほかのところから通っている子供さん

とかおいっこさんとかめいっこさんとか、そういう方たちって結構いらっしゃる

ように思っております。

できるだけそういう方にも使っていただけるようなシステムにぜひしていただき

たいと思います。

それから、もう一つなんですけれども、運行日について、町長が必要と認めたと

きは臨時に運行する。または運休することができるとありますけれども、このこ

とについての周知方法というのは、決まっているんでしょうか。１日前に連絡す

るとか、１週間前に連絡するとかというような周知方法はどのようになっている

んでしょうか。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 例えば町長が特別に認めた場合の運休とかの場合、一番に考えら

れるのが台風とか災害があったときとか、そういった場合は、危険な場合運行で

きませんので、そういった場合は、分かる場合はもう事前に早めに周知したいと

考えておりますけれども、急な場合については、その日決定した段階での周知と

いう形になりますので、そこはケース・バイ・ケースという形になると思いま
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す。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。６番大槻和弘議員。

６ 番（大槻和弘君） ３点ほどお聞きをいたします。

１つは、今回の条例の中で、以前の亘理町の町民の乗合自動車条例あるんです

が、ここの中には、心身障害者、その他の交通弱者にとってというふうな、いわ

ゆる心身障害者という言葉入っているんですよね。ところが、今回のやつに全然

これが入っていない。第７条で若干、そこでも載ってはいませんけれども、それ

が１点。それがなぜなのかというのが１点。

それからもう一つ、４ページのほうのデマンドタクシーの使用料金表、ここの中

も同じなんですけれども、障害のある方の介助員、この分のやつがここ出ていな

いんですよね。本来ならここに載せるべきではないかというふうに思うんです。

それから、３点目ですけれども、１日に利用できる回数について、２回というふ

うな話をされていますけれども、２回といっても往復というような考え方になる

んだと思うんだけれども、例えば病院のはしごするとか、いろいろなケースが考

えられると思うので、午前行って午後行ってとかって、そういった要件の緩和と

いうのは考えていないのかどうか。その３点。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 心障者等の交通弱者にとって利便性の高いというのは、以前の町

民乗合自動車のほうには確かに載ってございます。

今回のデマンドタクシー並びに町民バスのほうは後で出てきますけれども、そち

らのほうには明記してはおりません。第７条のほうの利用減免についてのやつ

は、規則のほうで定めておりますので、そちらには号立てでそれぞれこういった

場合は減免するというふうに載せてございますので、そちらでカバーしていきた

いと考えております。

あとは、料金表のほうに介助者のがないということなんですけれども、こちらに

つきましても、規則のほうで定めておりますので、そちらもカバーできるかと思

っております。

あと、回数ですけれども、こちらは、議員おっしゃるとおり、往復を想定しての

２回というふうに限定してございます。それぞれに移動したい場合については、

やはり現在のさざんか号を利用するとか、あと既存のタクシーを利用していただ
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くとかというふうにやっていきたいと考えております。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 大槻和弘議員。

６ 番（大槻和弘君） 最後になりますけれども、決して障害者のことを考えていないわけ

ではないと思うので、精神的にはあるんだろうというふうに私理解しますけれど

も、それで、デマンドタクシーの使用料金表のほうですけれども、これは当然ネ

ットとか、そういうところには載せていくということでよろしいですね。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 載せていきたいと思っております。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第50号 亘理町デマンド型乗合タクシー条例の件を採決いたしま

す。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第50号 亘理町デマンド型乗合

タクシー条例の件は、原案のとおり可決されました。

日程第４ 議案第５１号 亘理町町民乗合自動車条例

議 長（佐藤 實君） 日程第４、議案第51号 亘理町町民乗合自動車条例の件を議題とい

たします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。企画課長。

企画課長（齋 義弘君） それでは、議案第51号について説明申し上げます。５ページをお

開きください。

亘理町町民乗合自動車条例。
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亘理町町民乗合自動車条例の全部を改正する。

第１条（趣旨）、この条例は、地方自治法第244条の２第１項の規定に基づき、

亘理町町民乗合自動車（以下（町民バス）という）の設置及び管理に関し、必要

な事項を定めるものとする。

第２条（設置）、道路運送法第78条第１項、こちらは有償運送についてうたって

いるところでございます。の規定により、町民の生活、交通の確保を図るため、

町民バスを設置するというものでございます。

第３条（運行経路）につきましては、次のとおりとするということで、４路線、

こちらは現行と変わってございません。

第４条（運行日等）、こちらはデマンドタクシーと同様、月曜日から金曜日ま

で。ただし、国民の休日並びに年末年始は運行しない。

第２項は、前項の規定に関わらず、特に必要と認めたときは臨時に運行し、また

は臨時に運休することができるというものでございます。

第５条（使用料金の納付）、町民バスの利用者（以下「乗客」という）は、別表

に掲げる使用料金を納付しなければならない。

第６条（使用料金の種類）、料金の種類は、１号から３号まで。普通使用料金、

回数乗車券使用料金、定期乗車券使用料金の３つでございます。

第７条（使用料金の減免）、こちらにつきましては、町長は特別な理由があると

認める者については、規則で定めるところにより料金を減免することができる

と。

第８条（使用料金の還付）、こちらにつきましては、基本的には還付しないんで

すけれども、町長が特別の理由があると認めるときは、全部または一部を還付す

ることができると。

第９条（利用の制限）、こちらにつきましても、デマンドタクシーと同様です。

規定してございます。

第10条（委任）、町長は、この条例にさだめるもののほか、町民バスの管理運営

に関し、必要な事項は規則で定める。

８ページのほう、別表第５条関係、料金表ですね。こちら載ってございます。こ

ちらの料金表につきましては、現行の料金と変わってございません。

最後に附則、この条例は令和２年８月１日から施行するということでございま
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す。

以上でございます。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。13番澤井俊一議

員。

１３番（澤井俊一君） ２点ほどお伺いします。

規則で定めているとは思うんですけれども、定期券乗車券、これは月ごとで多分

払戻しはあると思いますが、回数券については、当然払戻しはしないとは思うん

ですけれども、あと、有効期限はどうなっているのか。回数券についてお伺いし

ます。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） まず、回数券の還付ですね。料金の還付ということでございます

けれども、回数券の還付につきましては、こちら規則のほうでうたってございま

す。理由が明確である場合についてなんですけれども、回数券により納入した場

合、既に納入した回数券と同額の回数券を車内において交付すると。回数券で乗

った分の回数券をお返しするよというようなものを規則で載せてございます。

あと、利用の期限ですね。回数券の利用の期限についてなんですけれども、こち

ら、回数券の利用の期限は、今のところ設けてはいないのか実情でございます。

そちらについては、今後ちょっと検討させていただきたいんですけれども、今現

在印刷されている回数券の数が相当あるようでございまして、そちらをどのよう

にするか、使い切っていくか、新しいものから制限日を設けるかというのをちょ

っと検討させていただきたいと思います。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 澤井俊一議員。

１３番（澤井俊一君） すみません。１番目の説明、回数券の払戻しのやつで、利用した分

の何か回数券を戻すとかどうのこうのと言っていたんですけれども、どういった

意味かちょっと理解できないので、申し訳ないですけれども、もう一回説明お願

いします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） すみません。回数券を払戻しする場合の条件といたしまして、一

番大きいのがやっぱり災害とか、そういった場合、途中で運行ができなくなった

ときにはお返しするというようなことでございます。払った分をそのままお返し
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するという形で、現金でなくて、回数券でお戻しするという形をうたっておりま

す。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 澤井俊一議員。

１３番（澤井俊一君） すみません。そうしますと、回数券については、基本的には払戻し

はしないということですね。

定期券については、月ごとの払戻しはあると思うんですけれども、その点お願い

します。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 回数券につきましては、基本的には払戻しはないということで

す。

あと、定期券につきましては、議員おっしゃるとおり、その月ごとの、使わなく

なった場合は、その分をお返しするとか、そういったことをうたっております。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第51号 亘理町町民乗合自動車条例の件を採決いたします。本案

は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第51号 亘理町町民乗合自動車

条例の件は、原案のとおり可決されました。

日程第５ 議案第５２号 亘理町町税条例の一部を改正する条例

議 長（佐藤 實君） 日程第５、議案第52号 亘理町町税条例の一部を改正する条例の件

を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。税務課長。
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税務課長（佐々木 厚君） それでは、議案第52号 亘理町町税条例の一部を改正する条例

についてご説明申し上げます。議案書の９ページお開き願います。

亘理町町税条例の一部を次のように改正する。

今回の改正は、令和２年４月30日に地方税法等の一部を改正する法律が公布され

たことに伴い、亘理町町税条例の一部を改正する必要が生じ、関係条文の整備を

行ったものでございます。

地方税法において、新型コロナウイルス感染症及びその蔓延防止のための措置の

影響により、厳しい状況に置かれている納税者に対し、緊急の税制上の措置が講

じられたものでございまして、総務省からの準則に従い行っております。

内容につきましては、別冊の配付資料、新旧対照表と１枚物の資料となります、

亘理町町税条例の一部を改正する条例の改正概要でご説明申し上げます。資料を

お手元にご準備願います。

この条例につきましては、２条立ての改正となっております。

それでは、主な改正内容についてご説明いたします。

第１条による改正関係でございます。新旧対照表の１ページ目となります。

附則第10条の改正は、地方税法の改正による固定資産税の課税標準の特例の読替

規定に法附則61条及び第62条の規定を追加する改正でございます。

附則第10条の２第27項の改正は、生産性向上特別措置法に規定する認定先端設備

等導入計画に従って取得した先端設備等に該当する固定資産税の課税標準となる

べき価格に乗じる割合をゼロとする固定資産税の特例措置について、新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受けながら、新規に設備投資を行う中小企業者等を支援

する観点から、現行制度に特例の追加設備として、事業用家屋や構築物等を追加

する規定の新設でございます。

次に、新旧対照表１ページ下段から２ページ上段となります。

附則第15条の２の改正は、軽自動車税の環境性能割の税率を１％軽減する特例措

置の適用期限を現行の「令和２年９月30日」から「令和３年３月31日」まで６か

月間延長する改正でございます。

附則第25条の改正は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための措置に起因

し、収入が減少している納税者の状況を踏まえ、令和２年２月から納期現までの

一定期間において収入が大幅に減少した場合において、無担保かつ延滞金なしで
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１年間徴収猶予ができる特例の規定が新設され、それに係る手続としまして、徴

税条例第９条第７項に規定する申請書等記載不備に伴う申請期間を準用する規定

が新設されたものでございます。

次に、第２条による改正関係でございます。新旧対照表は、３ページ目となりま

す。

附則第10条及び附則第10条の２第27項の改正は、地方税法の改正による引用する

条項の条ずれによる改正でございます。

次に、新旧対照表３ページ下段から４ページになります。

附則第26条の改正は、政府の自粛要請等を踏まえ、文化・芸術・スポーツイベン

トの中止等をした主催者に対し、観客等が入場料等の払戻し請求をしなかった場

合において、放棄した金額を寄附金控除の対象とする規定が新設されたものでご

ざいます。

次に、新旧対照表４ページ下段になります。

附則第27条の改正は、住宅ローン減税の控除期間13年間の特例措置の適用期限に

ついて、新型コロナウイルス感染症の影響により、入居期限が遅れた場合におい

ても一定の期日まで住宅取得契約を行っている等の要件を満たせば、控除期間の

最終年度を１年間延長とし、令和16年分までとする規定が新設されたものでござ

います。

議案書11ページ目にお戻りください。

本改正条例の附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行し、ただし、

第２条の規定は、令和３年１月１日から施行するものでございます。

以上で議案第52号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。６番大槻和弘議

員。

６ 番（大槻和弘君） １点だけお伺いしますけれども、この先ほどの配付資料のほうです

けれども、この（３）徴収猶予制度の特例ということで、前年同期に比べておお

むね20％以上減少した者というふうなことですけれども、これ、そうでない方に

ついての亘理町独自の支援策というのはあるんでしょうか。

議 長（佐藤 實君） 税務課長。

税務課長（佐々木 厚君） 今回の特例制度につきましては、先ほど申し上げたとおり、前
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年同期比のおおむね20％以上の減少というものが対象になっておりまして、それ

以外につきましては、通常の納税徴収の猶予制度がございまして、一気に納期限

ごとにその税額を納められない場合は、通常の納税相談を行っているとおり、分

納制度を利用しているところでございます。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第52号 亘理町町税条例の一部を改正する条例の件を採決いたし

ます。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第52号 亘理町町税条例の一部

を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。

日程第６ 議案第５３号 亘理町手数料条例の一部を改正する条例

議 長（佐藤 實君） 日程第６、議案第53号 亘理町手数料条例の一部を改正する条例の

件を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。町民生活課長。

町民生活課長（岡﨑詳子君） それでは、議案第53号 亘理町手数料条例の一部を改正する

条例についてご説明申し上げます。

議案書は12ページ、新旧対照表は５ページとなりますので、お開き願います。

議案第53号 亘理町手数料条例の一部を改正する条例の一部を次のように改正い

たします。

今回の改正につきましては、情報通信技術の活用による行政手続法等に係る関係

者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等に

おける情報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律、いわゆるデ
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ジタル手続法の一部施行によりまして、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法が改正されまして、

マイナンバーの通知カードが廃止されることに伴いまして、本条例の一部を改正

するものでございます。

内容は、新旧対照表５ページをご覧ください。

条例の別表中、通知カードの再交付、個人番号カードの追記欄の余白がなくなっ

たとき、その他の再交付がやむを得ないものとして、町長が認める場合を除く、

こちら１枚につき500円となっている項目を削除するものでございます。

議案書に戻っていただきまして、こちらは、附則として、この条例は公布の日か

ら施行するものでございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。６番大槻和弘議

員。

６ 番（大槻和弘君） ３点ちょっとお伺いしたいんですが、１つは、マイナンバーの普及

状況ですね。たしかこれ低いはずなんですけれども、この低い理由というのはどう

いうふうなものが考えられるのかと同時に、あわせて、そのことについて、この制

度そのものについて国への要望なり何なりがないのかどうか。

例えば、今回コロナの問題でもマイナンバーを使ってやろうとしたところ、かえ

って手間がかかるといったようなことがあったわけですよね。そういったことも含

めて、その３点ちょっとお伺いしたい。

議 長（佐藤 實君） 町民生活課長。

町民生活課長（岡﨑詳子君） 普及率についてでございますが、令和２年３月末現在で亘理

町のマイナンバーカードの交付率12.93％でございます。

同時期の宮城県ですと15.32％、同時期全国ですと15.94％ということで、亘理町、

ちょっと県、全国より低いという実情となっております。

理由につきましては、マイナンバーカードを取得するメリットというのがあまり

切実なものではなかったかということが考えられます。

今回この通知カードがあることで、ご自身のマイナンバーを証明するということ

としては使えるものであったので、通知カードがあればマイナンバーカードまで取

得しなくてもいいというようなお考えの方もいらっしゃったかと思うんですけれど
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も、今回はこの通知カードが廃止されることによって、国としましては、そのマイ

ナンバーカードに早期に移行してほしいというような、ちょっとそういった考えも

あるというようなことを伺っております。

それから、国に対する要望なんですけれども、町としましては特段要望を上げて

いるという状況ではないと、現状ではないです。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。５番安藤美重子議員。

５ 番（安藤美重子君） 亘理町においては、12.93％の所有率ということですね。そうす

ると、87％の方がマイナンバーカードを持っていないと。今回通知カードが廃止と

なった場合、その87％の方々は、全部マイナンバーカードを取得しなければいけな

いということなんでしょうか。

議 長（佐藤 實君） 町民生活課長。

町民生活課長（岡﨑詳子君） マイナンバーカードを取得しなければいけないというところ

までの強制力のあるものかといえば、例えば、今ですと免許証とか、パスポートと

か、顔写真つきの公的機関が発行したものをお持ちの方もいらっしゃって、それで

身分証明ができているので、マイナンバーカードまではまだ所有しなくてもいいと

いうような考えの方もいらっしゃるので、そういったところで、普及率がまだ低い

ものかというふうには想像されます。

ただ、今後健康保険証との関連とか、もろもろマイナンバーカードを取得するこ

とによって、メリットといいますか、持っていることがよいというふうなことに制

度が変わっていくようでございますので、こちらといたしましても、マイナンバー

カードを持っていただくような方向で進めていきたいとは考えております。

ただ、持たなくてはどうしてもだめですというところまで、現状多分いっていな

いと思いますので、先ほども申しましたとおり、免許証なりパスポートで代用でき

るというような場面もまだまだ現状としてはあると思いますので、極力普及してい

くようには努める考えではおります。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第53号 亘理町手数料条例の一部を改正する条例の件を採決いた

します。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第53号 亘理町手数料条例の一

部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。

日程第７ 議案第５４ 亘理町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する

条例

議 長（佐藤 實君） 日程第７、議案第54号 亘理町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改

正する条例の件を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） それでは、議案第54号についてご説明をいたします。

議案書は13ページ、新旧対照表は６ページになります。お開き願います。

議案第54号 亘理町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例。

亘理町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例の一部を次のように改正す

る。

今回の改正につきましては、東日本大震災で被災し、流出しました海洋センター

舟艇機材のカッターにつきまして、Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫の再開時より栗原市

から５年間無償でカッターを借用していたところでございますけれども、今般無

償譲渡により、譲り受けましたので、舟艇使用料金表にカッターの使用料を追加

して改正するものでございます。

説明につきましては、新旧対照表６ページをご覧ください。

別表第８条関係でございます。３の舟艇使用料金表でございますが、表中の下

段、一番下になりますが、カッター（６～９人乗）を１艇１時間につき、高校生

以下400円、左記以外の者800円を追加し、改正するものでございます。

議案書の13ページにお戻り頂きまして、附則としましては、この条例は令和２年

７月１日から施行するものでございます。
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以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。１番小野一雄議

員。

１ 番（小野一雄君） 栗原市から５年間借りていたものを今度は譲り受けたと。

参考までにお聞きしたいんですが、栗原市ではなぜ亘理町に譲渡するように至っ

た経緯、その辺１点。

それから、もう一つは、このカッターは、新しく購入した場合の価格はどのぐら

いになるのか。その辺をまず伺います。

議 長（佐藤 實君） 生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） 譲渡に至った経緯でございますけれども、栗原市の築館の海

洋センターでございますけれども、そこではカッターは当初は所有していたんで

すけれども、現状でそのカッターを使用できる場所がないというようなことで、

今回、最初は５年間貸すよということだったんですけれども、再度申入れしまし

て、できれば譲渡、有償であれ無償であれ、譲渡していただけないかということ

で、今回無償で譲渡しますよということで、ご了解頂いたところでございます。

あと、カッターの新規購入につきましては、このカッターにつきましては、現在

製造はされておりませんので、なので、県内の海洋センターのほうにいろいろ話

して、じゃ、うちらほうで使わないということで、築館海洋センターのほうから

借りて、最終的には無償譲渡でという流れになった経緯がございます。以上でご

ざいます。

議 長（佐藤 實君） 小野一雄議員。

１ 番（小野一雄君） 経緯は分かりました。

譲渡、今譲り受けて、これはあとどのぐらい使用頻度によるかと思いますが、手

入れ次第だと思いますが、どのぐらいもつものなのか。あと何年くらい使用でき

るのか。その辺お聞きします。

議 長（佐藤 實君） 生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） どのくらいもつかということでございますけれども、例え

ば、壁とか、そういうところに当たって壊れなければ、最低でも10年以上、10年

ないし20年くらいはもつのではないかなというふうに考えてございます。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。７番鈴木秀一議員。
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７ 番（鈴木秀一君） 今回のカッターですけれども、5.5フィートヨットとして利用する

ことができます。この船艇以外の備品の取扱いについて、どのようになっている

のか教えてください。

議 長（佐藤 實君） 生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） 実は、議員おっしゃったとおり、このカッターにつきまして

は、ヨットの機能も有するということで、現在はその船艇とこぐオールという

か、パドルというか、それだけしか譲り受けていませんけれども、栗原市の築館

海洋センターのほうから、ヨットに換装できるものも保有しているということ

で、取りに来てくださいというふうには言われてございますけれども、何せコロ

ナウイルスの関係で、なかなか栗原市のほうに行けていない状態ですので、でき

れば、今月中に現物を確認させていただきまして、普通乗用車で積めるのか、も

しくはロングトラックで運ばないといけないのか、そのブームの関係とかもござ

いますので、その辺をちょっと確認してきたいなというふうには考えてございま

す。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第54号 亘理町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例の

件を採決いたします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第54号 亘理町Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター条例の一部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。

この際、暫時休憩をいたします。

再開は11時15分といたします。休憩。

午前１１時０５分 休憩

午前１１時１５分 再開

議 長（佐藤 實君） 休憩前に引き続き会議を開きます。
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日程第８ 議案第５５号 亘理町後期高齢者医療に関する条例の一部を改

正する条例

議 長（佐藤 實君） 日程第８、議案第55号 亘理町後期高齢者医療に関する条例の一部

を改正する条例の件を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。健康推進課長。

健康推進課長（齋藤 彰君） 議案第55号 亘理町後期高齢者医療に関する条例の一部を改

正する条例についてご説明いたします。議案書14ページをお開き願います。

亘理町後期高齢者医療に関する条例の一部を次のように改正する。

改正内容の説明につきましては、別冊の条例新旧対照表を使用しますので、ご準

備願います。条例新旧対照表のページ数は７ページ。議案第55号資料。亘理町後

期高齢者医療に関する条例新旧対照表になります。

この条例につきましては、宮城県後期高齢者医療広域連合とともに、後期高齢者

医療制度を運用するに当たり、市町村が実施する事務内容を規定する条例であり

ます。

今回の改正内容は、新型コロナウイルス感染症への対応策の１つであります傷病

手当金になりますが、後期高齢者医療の被保険者のうち、被用者が新型コロナウ

イルス感染症に感染するなどした場合に、宮城県後期高齢者医療広域連合から支

給対象者に支給される傷病手当金の事務等を亘理町において行うためのものでご

ざいます。

内容につきましては、第２条第８号を第９号とし、第７号の次に新たに第８号と

して、「広域連合条例附則第７項の傷病手当金の支給に係る申請書の提出の受

付」という条文を追加するものでございます。

最後になりますが、議案書14ページに戻っていただき、附則といたしまして、こ

の条例は公布の日から施行するものでございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。６番大槻和弘議

員。
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６ 番（大槻和弘君） ちょっとお聞きをしたいんですが、高齢者といいますか、後期高齢

者というふうなことなんですけれども、どういう方が一体対象になるのか。

それと、あと対象者数と割合が分かれば、ちょっと教えて。

議 長（佐藤 實君） 健康推進課長。

健康推進課長（齋藤 彰君） 大槻議員のご質問に対するお答えでございますが、後期高齢

者医療に入っていて、例えばですが、例ではパートで働いている方で、そこの保

険が使えない方、もらえない方が対象になるのではないかと思います。

その割合でございますが、大変申し訳ありません。こちらでそういった数字は捉

えておりません。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに。大槻和弘議員。

６ 番（大槻和弘君） 限定的な制度というか、限定的なものになると思うんですけれど

も、今後次の議案も同じかもしれないけれども、これ制度化されるわけではない

ので、ただ、コロナだと第２波、第３波というようなことが来ると、これ９月ま

ででしょうから、それ以降だとすると、またこういったことがあるのかなという

ふうに思うんですけれども、国のほうでどんなふうな考え方持っているのか、ち

ょっとそこ分かれば。

議 長（佐藤 實君） 健康推進課長。

健康推進課長（齋藤 彰君） 国のほうでは、第２波、第３波に備えて、今の情報ですと、

期間を延長するというような話は出ております。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第55号 亘理町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例の件を採決いたします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第55号 亘理町後期高齢者医療

に関する条例の一部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。
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日程第９ 議案第５６号 亘理町精神障害者通所授産施設条例の一部を改

正する条例

議 長（佐藤 實君） 日程第９、議案第56号 亘理町精神障害者通所授産施設条例の一部

を改正する条例の件を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。福祉課長。

福祉課長（佐藤育弘君） それでは、議案第56号についてご説明を申し上げます。

議案書は15ページ、新旧対照表は８ページになります。

議案書をご覧頂きたいと思います。

議案第56号 亘理町精神障害者通所授産施設条例の一部を改正する条例。

亘理町精神障害者通所授産施設条例の一部を次のように改正する。

第２条第２項の表中、「中町東20番地１」を「旧館61番地22」に改める。

このようなことでございまして、この施設につきましては、ゆうゆう作業所とい

うことになります。現在ゆうゆう作業所におきましては、亘理郵便局の西側の建

物をお借りしまして作業しておりますが、今年１月に役場新庁舎完成しまして、

役場の業務が新庁舎に移りました。教育委員会も中央公民館から新庁舎のほうに

移転したということで、中央公民館の空いたスペース、そこでゆうゆう作業所の

活動を今後行うということになりましたので、施設の所在地の変更という条例改

正を行うものでございます。

附則といたしまして、この条例は令和２年７月１日から施行するというものでご

ざいます。

以上で説明を終わります。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。
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これより、議案第56号 亘理町精神障害者通所授産施設条例の一部を改正する条

例の件を採決いたします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第56号 亘理町精神障害者通所

授産施設条例の一部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。

日程第１０ 議案第５７号 亘理町国民健康保険条例の一部を改正する条

例

議 長（佐藤 實君） 日程第10、議案第57号 亘理町国民健康保険条例の一部を改正する

条例の件を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。健康推進課長。

健康推進課長（齋藤 彰君） 議案第57号 亘理町国民健康保険条例の一部を改正する条例

についてご説明いたします。議案書16ページをお開き願います。

亘理町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。

改正内容の説明につきましては、別冊の条例新旧対照表を使用いたしますので、

ご準備願います。条例新旧対照表のページ数は９ページ。

議案第57号資料、亘理町国民健康保険条例新旧対照表になります。

今回の改正内容は、新型コロナウイルス感染症への対応策の１つであります傷病

手当金の内容になります。亘理町国民健康保険の被保険者のうち、被用者が新型

コロナウイルス感染症に感染するなどした場合に、亘理町国民健康保険から支給

対象者に対し、傷病手当金を支給するためのもので、附則に第４項から第９項ま

でを加えるものになります。

附則第４項につきましては、傷病手当金の支給要件等を定義する内容になります。

附則第４項給与等（所得税法（昭和40年法律第33号）第28条第１項に規定する給

与等をいい、賞与（健康保険法第３条第６項に規定する賞与をいう）を除く。以

下、同じ）への支払いを受けている被用者が療養のため労務に服することができ

ないとき（新型インフルエンザ等特別対策措置法（平成24年法律第31号）附則第

１条に感染したとき、または発熱等の症状があり、新型コロナウイルス感染症の
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感染が疑われるときに限る）は、その労務に服することができなかった日から起

算して３日を経過した日から労務に服することができない期間のうち、労務に就

くことを予定していた日について、傷病手当金を当該世帯の世帯主に支給すると

いう内容です。

続きまして、附則第５項につきましては、傷病手当金の支給額の算定方法を規定

する内容になります。

附則第５項傷病手当金の額は、１日につき傷病手当金の支給を始める日の属する

月以前の直近の継続した３月間の給与等の収入の額の合計額を就労日数で除した

額（その額に５円未満の端数があるときは、これを切り捨て、５円以上10円未満

の端数があるときは、これを10円に切り上げるものとする）の３分の２に相当す

る額（その額に50銭未満の端数があるときは、これを切り捨て、50銭以上１円未

満の端数があるときは、これを１円に切り上げるものとする）とする。ただし、

健康保険法第40条第１項に規定する標準報酬月額等級の最高等級の標準報酬月額

の30分の１に相当する額（その額に５円未満の端数があるときは、これを切り捨

て、５円以上10円未満の端数があるときは、これを10円に切り上げるものとす

る）の３分の２に相当する額（その額に50銭未満の端数があるときは、これを切

り捨て、50銭以上１円未満の端数があるときは、これを１円に切り上げるものと

する）を超えるときは、その額とするというような内容でございます。

続きまして、附則第６項につきましては、傷病手当金の支給期間を規定する内容

になります。

附則第６項傷病手当金の支給期間は、その支給を始めた日から起算して１年６か

月を超えないものとする。

続きまして、附則第７項につきましては、傷病手当金の支給制限を規定する内容

になります。

附則第７項新型コロナウイルス感染症に感染した場合又は発熱等の症状があり、

新型コロナウイルス感染症の感染が疑われる場合において、給与等の全部又は一

部を受け取ることができない者に対しては、これを受け取ることができる期間は、

傷病手当金を支給しない。ただし、その受けることができる給与等の額が附則第

５項の規定により算定される額よりも少ないときは、その額を支給する。

続きまして、附則第８項になりますが、傷病手当金の国民健康保険法以外の医療
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保険制度との整合、調整を図る旨を規定する内容になります。

附則第８項附則第４項及び全項ただし書きの規定にかかわらず、傷病手当金の支

給は、同一の事由につき健康保険法、船員保険法、国家公務員共済組合法（他の

法律において準用し、又は例による場合も含む）、地方公務員等共済組合法又は

高齢者の医療の確保に関する法律の規定によって、これに相当する給付を受ける

ことができる場合については行わない。

続きまして、附則第９項になりますが、傷病手当金の支給に関する詳細事項を別

規則で定める旨を規定する内容になります。

附則第９項附則第４項から第８項までに定めるもののほか、新型コロナウイルス

感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金の支給に関して必要な事項は、亘

理町国民健康保険給付規則（昭和35年亘理町規則第28号）の規定にかかわらず別

に規則で定める。

最後になりますが、議案書18ページに戻っていただきまして、附則といたしまし

て、この条例は、公布の日から施行し、改正後の附則第４項から第８項までの規

定は、傷病手当金の支給を始める日が令和２年１月１日から規則で定める日まで

の間に属する場合に適用するものでございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第57号 亘理町国民健康保険条例の一部を改正する条例の件を採

決いたします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第57号 亘理町国民健康保険条

例の一部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。

日程第１１ 議案第５８号 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に
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伴う関係条例の整理に関する条例

議 長（佐藤 實君） 日程第11、議案第58号 道路法施行令の一部を改正する政令の施行

に伴う関係条例の整理に関する条例の件を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。施設管理課長。

施設管理課長（齋藤輝彦君） それでは、議案第58号 道路法施行令の一部を改正する政令

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例についてご説明申し上げます。

議案書につきましては、19ページ、新旧対照表につきましては、12ページをお開

き願います。

道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例に

つきましては、平成30年度の固定資産税評価替えの評価替え及び地価に対する賃

料の水準の変動を踏まえまして、道路法施行令の一部を改正する政令が令和元年

９月27日に公布され、令和２年４月１日から施行されたことを受けまして、道路

法施行令の別表を準用しております条例につきまして、改正を行うものでござい

ます。

それでは、第１条（亘理町道路占用料条例の一部改正）亘理町道路占用料条例の

一部を次のように改正する。別表を次のように改める。新旧対照表12ページをご

覧願います。

別表第２条関係でございますが、第１種電柱など、各区分の占用料を改正するも

のになってございます。それぞれの占用料につきましては省略をさせていただき

ますが、占用物件に対する占用料につき政令に合わせて改正するものでございま

す。

12ページから18ページまでが第１条関係となってございます。

続きまして、第２条関係になります。本文につきましては28ページ、新旧対照表

につきましては19ページをお開き願います。

本文の第２条関係でございますが、中段になりまして、第２条（亘理町公共物管

理条例の一部改正）亘理町公共物管理条例の一部を次のように改正する。別表を

次のように改める。

新旧対照表の19ページをご覧願います。
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別表第５条関係でございますが、道路占用料条例と同様に、政令に合わせるもの

でございます。19ページから21ページまでが第２条関係になっております。

続きまして、第３条関係になります。本文につきましては32ページ、新旧対照表

につきましては22ページをお開き願います。

本分の第３条関係でございますが、上段になりまして、第３条（亘理町都市公園

条例の一部改正）亘理町都市公園条例の一部を次のように改正する。別表第３第

２号の表を次のように改める。

２項、個数を単位として利用を認める場合になりますが、新旧対照表22ページを

ご覧願います。

各区分の金額を政令に合わせて改正するものになってございます。22ページから

23ページまでが第３条関係となっております。

続きまして、第４条関係になります。本文につきましては33ページ、新旧対照表

につきましては24ページをご覧頂きたいと思います。

本文の第４条関係になりますが、下段になりまして第４条（財産の交換、譲与、

無償貸借等に関する条例の一部改正）財産の交換、譲与、無償貸借等に関する条

例の一部を次のように改正する。別表を次のように改める。

新旧対照表24ページをご覧願います。

別表第８条関係になります。こちらも各区分の使用料について政令に合わせて改

正するものでございます。24ページから27ページまでが第４条関係となってござ

います。

本文に戻っていただきまして、38ページをお開き願います。

附則としまして、この条例は令和２年７月１日から施行するものでございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。15番鈴木高行議

員。

１５番（鈴木高行君） この占用の値上げというのは、以前にもあったような気もするんで

すけれども、多分民間の方々が、借りてる人たちが高いというふうなことで値下

げした経緯もあったと思います。

今回のこの値上げする経緯というのは、国の道路の改正によって値上げするもの

だと思うけれども、その占用の区分によって、電柱とか架線とか、そういうもの
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はあるかもしれないけれども、橋を渡したとか、店舗に付随しているものとか、

そういうものについては上げないんですね。今回は。

その上げる基準というのがあったものは、あくまでも国からの指示なのか。それ

とも他県市町村単価はばらばらなのか。その辺の内容についてお伺いします。

議 長（佐藤 實君） 施設管理課長。

施設管理課長（齋藤輝彦君） 当町におきましては、国の改正と同じように合わせてござい

ます。

同じにしなければならないということではございませんが、基本的に他市町村に

おきましても国の改正内容と同じ占用料となっております。以上です。

議 長（佐藤 實君） 鈴木高行議員。

１５番（鈴木高行君） 橋、ここの十何ページだ、上がっていないのもあるんだよね。駐車

場とか店舗とか橋とかというのは、既存のものと同じような単価で書いてあると

ころもあるし、そういうものについては、この関係には触れないで、そのまま据

置きにしたのかな。

それともう一つは、各市町村がばらばらなのかという質問、地価の高いところは

高く取ってもいいと思うし、安いところは安くてもいいような指示が出ているの

か、その辺の統一した見解についてどうなっているのか。

議 長（佐藤 實君） 施設管理課長。

施設管理課長（齋藤輝彦君） まず、駐車場等の占用料が変わっていないということでござ

いますが、今回の国の改正に該当していないもので、改正となってございませ

ん。

料金につきましてですが、亘理町としましては、占用、同じ形で宮城県のほうも

同じように道路占用ってございます。宮城県の道路占用と違う単価になるという

のも問題がありますので、統一した単価となっております。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。17番鈴木邦昭議員。

１７番（鈴木邦昭君） 30ページなんですが、ちょっと１点だけお聞きします。

道路、通路橋及び宅地というのがございます。これ280円、これは郵便受ポス

ト、これもここに当てはまるのかどうか、これをお聞きします。

議 長（佐藤 實君） 施設管理課長。

施設管理課長（齋藤輝彦君） 今郵便ポストということでよろしかったでしょうか。（「は
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い」の声あり）郵便ポストになりますと、工作物を設置する場合ということで、

その他になります。

議 長（佐藤 實君） 鈴木邦昭議員。

１７番（鈴木邦昭君） ということは、どちらのほう、170円ということでよろしいのかど

うか。それでよろしいですか。

議 長（佐藤 實君） 施設管理課長。

施設管理課長（齋藤輝彦君） そのようなことでございます。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第58号 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関係条

例の整理に関する条例の件を採決いたします。本案は原案のとおり決することに

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第58号 道路法施行令の一部を

改正する政令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の件は、原案のとおり可

決されました。

日程第１２ 議案第５９号 工事請負契約の締結について（令和２年度旧

庁舎・保健センター解体整地工事）

議 長（佐藤 實君） 日程第12、議案第59号 工事請負契約の締結についての件を議題と

いたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。財政課長。

財政課長（大堀俊之君） それでは、議案第59号をご説明させていただきます。議案書の39

ページをご覧願います。
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工事請負契約の締結について。

地方自治法第96条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものです。

工事名につきましては、令和２年度旧庁舎・保健センター解体整地工事になりま

す。

請負金額が7,892万5,000円。

契約の相手方は、亘理町吉田字松元209番地10 田中建材輸送株式会社です。

なお、落札率につきましては、85.44％でした。

工事の概要につきましては、隣の40ページの資料をご覧願います。

入札年月日が令和２年５月22日、入札の方法は、条件付一般競争入札です。

条件の主なものは、仙台市、名取市、岩沼市、角田市、白石市、亘理町、山元町、

柴田町、大河原町、村田町、川崎町、蔵王町、七ヶ宿町、丸森町に本店を有する

事業者で、建設業法による建築一式工事について総合評点値が700点以上の評価を

受けている業者でございます。

入札参加業者につきましては、記載のとおり、渡辺工務店、宮城林産、阿部工務

店、ビルド、斎藤工務店、田中建材輸送、太田工務店、八木工務店、阿部春建設、

岩佐組、阿部建設、庄磁工業、東北黒沢建設工業までの13者でございました。

入札回数については、１回です。

工事場所は、亘理町字下小路７番地４外ということになります。

工事内容につきましては、役場新庁舎及び保健福祉センターの完成に伴う旧役場

庁舎及び保健センターの解体及び整地工事となり、旧庁舎、保健センターそれぞ

れ記載の仕様により施工するものでございます。

参考といたしまして、44ページのほうに解体する建物等の位置を示した平面図を

添付しておりますので、参照願います。

41ページになりますが、工期につきましては、令和２年６月17日から令和２年12

月28日までと設定しております。

以上で議案第59号 工事請負契約の締結についての説明を終わります。よろしく

お願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。９番佐藤邦彦議

員。

９ 番（佐藤邦彦君） 44ページの撤去、平面図でお尋ねいたします。
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震災後、亘理町の復興を担ってきたあの旧庁舎、産業庁舎が撤去される。一抹の

寂しさがあります。

そこで、今回の撤去については、旧庁舎、産業庁舎、保健庁舎の解体は、まずど

の庁舎から始まっていくのか。

そして、どれくらいの期間ずつ要するのか。

明日から12月までの期間内というふうなことでございますが、まず、その点につ

いてお尋ねいたします。

議 長（佐藤 實君） 財政課長。

財政課長（大堀俊之君） 解体の順序といいますか、スケジュールということになろうかと

思いますけれども、まず、今日提案させていただきまして、議決頂けたところか

らのスタートになりますので、まだ落札した仮契約業者と打合せ等ができており

ませんので、あくまでそのイメージということになりますけれども、まず、この

西側の奥のほうからまず解体のほう、こちら倉庫のほうになりますけれども、入

っていくような形になりまして、順次、西側から東側に向かってという形になろ

うかと思います。

時期的には、６月から７月の初め頃にまずプレハブ、まだ旧庁舎に残っている備

品のほうを出しまして、その後プレハブの返却、そして、並行して、今言ったよ

うに、敷地の奥のほうから倉庫の撤去を始めるということになります。秋頃から

大体、解体のほう秋頃までに終わらせられれば、それ以降整地に入っていきたい

というふうに、今のところ考えているところです。以上になります。

議 長（佐藤 實君） 佐藤邦彦議員。

９ 番（佐藤邦彦君） 今回舗装は、アスファルトの撤去というふうなことで、今秋口以降

にそれを実施していく。旧庁舎跡地については、先に売却を予定しているという

ふうなお考えが報告されておりますが、今現在現地を見ますと、まだリースのプ

レハブ庁舎がまだ現在現存しているような状況にあるわけですね。

そして、このプレハブ庁舎というのも併せて撤去をしていかないと、工事に支障

が来るんじゃないかというふうなことが１つですが、あともう１点については、

この中にロータリーがあります。丸ともう一つの丸ですね。この中に、大木など

があるし、また、花壇、桜の木とかあるわけですね。すごく裏側のほうに桜の植

栽、これらも道路のアスファルトを剥がしてやるというふうな工事に含まれてい
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るのかどうか。この工作物・舗装版撤去処分、これに含まれているのかどうかと

いうふうなことでございます。これにはちょっと明示されて確認できないので、

まず、この２点お願いします。

議 長（佐藤 實君） 財政課長。

財政課長（大堀俊之君） まず、現在残っているプレハブの件についてになりますけれど

も、皆さんご存じのとおり、旧庁舎につきましては、備品等、相当まだ残ってお

りました。そちらにつきましては、２月くらいからまず亘理町の施設の中で使え

るものについては各課のほうで必要なものを使用するような形で持っていってご

ざいます。

その後、残ったものについて、各行政区だったり団体のほうに案内しまして、必

要なものについては持っていっていただいております。

その後、実際まだ残っているものが一部ございまして、どういったものかといい

ますと、事務机、事務椅子、そういったものがメーンで、そういったものが残っ

ている関係で、その残ったものの処分についてもこの工事の中で積算の中に入っ

てございます。

その業者が決まって、こちらのほうの工事のほうに入りましたら、まずその備品

のほうをそちらのプレハブ棟から、旧庁舎のほうから出すような形になりますの

で、その出した後に、こちらプレハブのほうを、こちらリースということで借り

受けているものになります。例えば、こちらのものについては、昨年の３月31日

でリース期間は満了しておりまして、今は無償で借り受けている形になっている

んですけれども、そちらを６月中、もしくは７月中旬ぐらいまでにこちら返却す

るような形になります。

プレハブについては、今のところそういう形になってございます。

あと、今樹木のお話がございましたけれども、樹木については、結論から言いま

すと、伐採の方向で考えてございます。現在敷地内のほうに入り口にはイトヒ

バ、あとはケヤキの木とか、あと桜、先ほどお話にありましたけれども、桜の６

本の樹木が現在ございます。こちらの６本の樹木とも全て樹齢的に何十年もたっ

ております大木でありまして、造園業者の方に見てもらったところ、全ての木に

ついて、樹勢がもう既に衰えていると。一部については、腐食、あとは樹木の空

洞化、そういったこともありますということで、その樹勢が衰えていることか
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ら、移植についてはちょっと難しいでしょうというお話を聞いております。

また、その樹木のことについては、地域の方々、こういった方の意見も重要であ

ると考えることから、今回解体整地工事を行うに当たり、近隣の住民の方に近隣

の行政区長初め、35軒を回って、こちら工事の説明をしてございます。その際

に、この樹木の件についてもお話を伺ったところ、全ての方々からこの樹木伐採

については了解を得ているところです。

特に、近接する住民の方からは、樹木だけを残すのはやめてほしいというお話を

頂きまして、ぜひ伐採してほしいと言われております。というのも、カラスとか

スズメバチがよく巣を作ることとか、また枝落ち、あとは落ち葉、さらには害虫

の発生、そして、先ほども言いましたが、樹勢が衰えている、そういうこともあ

りまして、近年の異常気象も関係しますが、台風、あとは強風等でこの樹木が倒

木するなど、そういったことを危惧しているというお話を伺っております。

今お話ししましたとおり、住民からの強い要望もありますので、樹木について

は、伐採の方向で考えたいと思っておりますし、こちら、積算の中にも伐採とい

うことで計算上含まれているということになります。以上になります。

議 長（佐藤 實君） 佐藤邦彦議員。

９ 番（佐藤邦彦君） なかなか由緒ある道路際の大木、郡役所時代からと今聞いておりま

したが、樹勢が衰えているのでは、当然近隣の環境も含めて、伐採するのはやむ

を得ないと思います。

最後でございますが、ここ役場が移転してから、この信号機が赤の点滅となり、

ここ通学路になるわけであります。多くの車両の出入りがあろうかと思います

が、安全管理については、万全を期していただくようになると思いますが、それ

らの安全対策について、最後にお伺いいたします。

議 長（佐藤 實君） 財政課長。

財政課長（大堀俊之君） 確かに、場所が場所だけに、通学路ということで、議員おっしゃ

るとおり、子供の安全等、そういったものが大切になってくるかと思います。

一応今考えているのは、こちらの車については、９時くらいから動いてもらうと

いう考え方で、業者の方については、８時半頃から集まるかもしれませんけれど

も、大型のものについては９時以降運行してもらうということで、今考えている

ところです。
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なお、こちら通学路にもなっておりますので、事前に亘理小学校のほうにもお伺

いして、工事の概要を説明しておりますので、学校を通しましても、児童生徒の

ほうに安全についてお話を頂くことになってございます。

内容については、以上になります。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。13番澤井俊一議員。

１３番（澤井俊一君） １点だけお伺いしますけれども、入札の関係ですが、法令にのっと

って行っているので問題はないと思うんですけれども、13者中７者が失格という

ことで、最低制限価格が高過ぎるのかなといった懸念もちょっと考えられるんで

すけれども、どういった形で半数以上が失格となっているのか。その辺ちょっと

お伺いしたいと思います。

議 長（佐藤 實君） 財政課長。

財政課長（大堀俊之君） 今ご質問の失格者の関係ですけれども、今回13者が応札しており

ます。そのうち７者が失格ということで、資料にも載っているとおりでございま

すけれども、全て最低制限価格を下回っての失格ということになってございま

す。

正確なところは、ちょっと分かりませんけれども、解体工事ということもござい

ますので、工種的にあまり難しくないと思われること、また、業者のほうが自前

でダンプとか重機、そういったものを持っているところにつきましては、今回落

札するために、そちらの経費率のほうを企業努力という形で行ったのではないか

と思われ、その結果、結果的に最低制限価格を下回って、失格が多かったのでは

ないかと思ってございます。

最低制限価格につきましては、皆さんご存じのとおり、内容に適合した履行、そ

して、品質の確保、こういったものを図るために設定しているものということで

ご理解をお願いしたいと思います。以上になります。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。
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これより、議案第59号 工事請負契約の締結についての件を採決いたします。本

案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第59号 工事請負契約の締結に

ついての件は、原案のとおり可決されました。

日程第１３ 議案第６０号 あっせんの申立てについて

議 長（佐藤 實君） 日程第13、議案第60号 あっせんの申立てについての件を議題とい

たします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。町民生活課長。

町民生活課長（岡﨑詳子君） それでは、議案第60号 あっせんの申立てについてご説明申

し上げます。

議案書45ページをご覧ください。

議案第60号 あっせんの申立てについて。

平成23年３月11日に発生した東北太平洋地震に伴う原子力発電所の事故による災

害に係る対策に要した費用についての損害賠償の請求について、地方自治法第96

条第１項第12号の規定により、議会の議決を経て次にようにあっせんの申立てを

行うことができるものとします。

申立先は、原子力損害賠償紛争解決センターでございます。

申立ての相手方は、東京都千代田区内幸町１丁目１番３号 東京電力ホールディ

ングス株式会社でございます。

申立ての趣旨でございますが、これまで継続的に東京電力に対し関係経費につい

て請求をしてまいりましたが、その中で支払いが認められなかった27年度から29

年度分の職員人件費及び放射能測定室の管理経費に関して、880万1,799円、及び

これに対する損害発生日から支払い済みに至るまでの遅延損害金、また、町が既

に受領している損害賠償に対する遅延損害金につきまして、支払いについての和

解仲介を求めるための提案でございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。
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議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第60号 あっせんの申立てについての件を採決いたします。本案

は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第60号 あっせんの申立てにつ

いての件は、原案のとおり可決されました。

この際、暫時休憩をいたします。

再開は13時であります。休憩。

午前１１時５８分 休憩

午後 １時００分 再開

議 長（佐藤 實君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

日程第１４ 議案第６１号 令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３

号）

議 長（佐藤 實君） 日程第14、議案第61号 令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３

号）の件を議題といたします。

〔議案末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。財政課長。

財政課長（大堀俊之君） 議案第61号 令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３号）につ

いて説明申し上げます。

別冊でお配りの令和２年度亘理町一般会計補正予算書（第３号）をご準備の上、

１ページをお開き願います。

議案第61号 令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３号）。

令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。
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第１条（歳入歳出予算の補正）歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億840

万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ177億1,136万3,000

円とするものです。

それでは、歳出予算から説明いたしますので、12ページ、13ページをお開き願い

ます。

なお、説明に当たっては、金額の大きいものなどを中心にご説明させていただき

ます。

初めに、１款議会費につきましては、１項１目細目１議会運営費及び細目４事務

局経費において、各常任委員会や議会運営委員会等の視察調査費用弁償及び事務

局随行旅費を合わせまして、191万5,000円を減額補正するものであります。

続いて、２款総務費です。１項６目細目３企画事務経費になりますが、吉田字宮

前にあります農村創作活動センターについて、利用者の利便性向上を図るため、

和室の床改修及び玄関へのスロープ設置について133万1,000円を追加するほか、

昨年度実施いたしましたプレミアム付商品券事業について、事業費の精算に基づ

き、補助金返還金540万4,000円を追加補正するものであります。

また、14目細目３総務経費において、消耗品費９万1,000円を追加補正しており

ますが、これは、防犯実動隊新入隊員に係る制服一式に要する費用となります。

３款民生費をご説明いたしますので、14ページ、15ページをお開き願います。

３款民生費につきましては、２項１目細目４児童手当事務経費において、児童手

当制度における社会保障税番号制を活用した情報連携を推進するため、児童手当

に係るマイナンバー情報連携体制整備に伴うシステム改修業務委託料として44万

円を追加補正するもののほか、災害援護資金特例措置の適用期間が延長されたこ

とに伴い、３項１目細目４災害救助経費において、災害援護資金貸付金350万円を

追加補正するものであります。

次に、４款衛生費についてご説明させていただきます。16ページ、17ページをお

開き願います。

１項３目健康増進費につきましては、細目３健康増進事業費において、高齢者の

保健事業について、高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実

施するため、高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施するとした法改正を受

け、本町においても一般会計や特別会計にまたがっていた事業の整理を行うとと
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もに、国民健康保険特別会計で予算計上していたシルバー健診の関係経費につい

て、一般会計への予算組替えを行うため、1,028万2,000円を追加補正するもので

あります。

続きまして、６款農林水産業費になりますが、１項４目細目32農業復興地域還元

事業費において、昨年から新規就農した肥育農家の素牛導入に対して、新規農業

者育成支援事業補助金100万円を追加補正するもののほか、３項１目細目４水産業

振興経費における海岸漂着物等処理業務委託料として165万円を追加補正するもの

であります。

７款商工費になります。１項３目細目５観光振興経費につきましては、本町の観

光拠点である荒浜地区において、他の地域とは異なる新たな観光エリアを創出す

るため、地域資源の活用、そして、その成果を地域に還元できる仕組みづくりな

ど、地域づくりに貢献する具体的な事業の実現可能性に関する調査、検討を行う

ため、新しい観光エリア創出可能性調査業務委託料として110万円を追加補正する

ものであります。

18ページ、19ページをお開き願います。

８款土木費をご説明いたします。４項６目復興事業費につきましては、細目８防

災集団移転促進事業費における江下団地防災調整池へのポンプ設置事業につい

て、実施設計を行っておりましたが、圧送管布設の附帯工事が必要となったこと

から、江下団地防災調整池ポンプ設備附帯工事費として1,700万円を追加補正する

ほか、細目16避難道路新設整備事業費について、避難道路である町道荒浜大通線

及び町道五十刈線の進捗見合いに伴い、令和元年度予算における減額補正相当分

として１億6,366万円を追加補正するものであります。

９款消防費につきましては、18、19ページから20、21ページにかけてになります

が、１項５目細目３防災事務経費において、現在整備を進めております防災備蓄

倉庫への備蓄品等として、災害時に必要となる各種物資やフォークリフト等を購

入する費用として5,877万1,000円を追加補正するものがその主なものとなりま

す。

続きまして、10款教育費についてご説明させていただきます。

１項１目細目３委員会事務経費につきましては、いじめ問題対策委員会におい

て、専門家からの意見を求めることとなったことから、精神科に対する報償費を
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予算計上するほか、臨時委員会委員への報酬及び費用弁償として、合計113万7,000

円を追加補正するものです。

２項１目小学校における学校管理経費につきましては、細目９施設整備事業費に

おいて、荒浜小学校の地下式オイルタンク撤去などの工事費として790万円を追加

補正するほか、細目10施設管理経費において、新型コロナウイルス感染症対策費

として、各小学校にサーモグラフィーカメラ等を設置するための備品購入費125万

7,000円を追加補正するものであります。

次の22、23ページをお開き願います。

３項１目中学校における学校管理経費につきましては、細目７施設整備事業費に

おいて、亘理中学校の高圧気中開閉器及びキュービクルが耐用年数を経過し、こ

のまま使用すると停電等が発生するおそれがあるため、亘理中学校高圧気中開閉

器等更新工事費として124万3,000円を追加補正するもののほか、細目８施設管理

経費につきましては、小学校費と同じく、各中学校にサーモグラフィーカメラ等

を設置するための備品購入費として65万8,000円を追加補正するものであります。

４項５目細目３図書館郷土資料館管理費につきましては、亘理山元商工会が使用

している１階部分のエアコンが故障したことから、悠里館１階空調設備改修工事

として755万7,000円を追加補正するものであります。

５項３目細目８運動場等管理経費につきましては、昨年の台風19号等により被害

を受けた阿武隈公園運動場について、その改修等についてこれまで検討してまい

りましたが、現在の利用状況や今後の復旧に要する費用などを総合的に勘案し、

敷地については、国に返還することとしたことから、返還するに当たっての運動

場内の構造物等撤去費用として2,100万円を追加補正するものであります。

以上が歳出の主な内容となります。

続きまして、歳入予算の主なものについてご説明いたしますので、８ページ、９

ページにお戻り願います。

10款１項１目１節地方交付税につきましては、歳出の８款土木費でご説明しまし

た避難道路新設整備事業及び９款の消防費でご説明しました防災備蓄用品整備事

業の町負担分として、震災復興特別交付税4,286万6,000円を追加補正するものに

なります。

15款県支出金につきましては、１項１目４節災害復旧費負担金において、災害援
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護資金特例措置適用期間の延長に伴い、細節３災害援護資金負担金350万円を追加

補正するほか、２項４目４節水産業費補助金において、細節４海岸漂着物等地域

対策推進事業費補助金として150万円を追加補正するものが主なものになります。

次に、下段の18款繰入金につきましては、今回の補正予算の調整財源として、１

項１目１節財政調整基金から6,384万8,000円を繰入れするもののほか、10ペー

ジ、11ページに移りまして、今回の補正予算の復興関連事業の財源として、10目

震災復興基金から2,838万円、12目東日本大震災復興交付金基金から１億5,100万

5,000円を繰入れするものであります。

また、16目農業復興地域還元事業基金繰入金につきましては、新規就農者育成支

援事業の財源として100万円を追加補正するものであります。

最後に、20款諸収入になりますが、諸収入につきましては、歳出の４款衛生費で

ご説明させていただきましたシルバー健康審査関連経費などの予算組替えに関連

して、４項１目23節細節９宮城県後期高齢者医療広域連合からの受託料1,525万

9,000円を追加補正するものであります。

以上で令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３号）の説明を終わります。よろ

しくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。11番森 義洋議

員。

１１番（森 義洋君） 17ページ、商工費、観光振興経費についてお伺いします。

こちらの新しい観光エリア創出可能性調査業務委託料110万円でございますが、

今までの観光エリアとこちらで定義している新しい観光エリアというのはどうい

った違いがあるのか。

それと、この委託事業でございますので、どのようなところにこの委託事業を行

うのかお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） 商工観光課長。

商工観光課長（関本博之君） ただいまのご質問ですけれども、まず、１点目の今までの観

光エリアとの違いということなんですけれども、エリアといたしましては、荒浜

の鳥の海周辺地区ということで、エリア的にはほぼ同じエリアということで、こ

のエリアの中でも今までと違った独自性のあるものや、より多様性を広げるため

の事業、こういったもの、エリアとしては同じですけれども、観光エリアとして
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新しく生まれ変わるような、そういったイメージで捉えていただければというふ

うに思います。

そして、２点目の委託はどこへということなんですけれども、こちらについては、

地域づくりを行っているコンサルのほう、こちらのほうに委託をしたいというふ

うに考えております。

議 長（佐藤 實君） 森 義洋議員。

１１番（森 義洋君） エリアとしては、今既存でもある荒浜の鳥の海温泉を中心としたい

ろいろな観光事業というのが今行われていると思うんですけれども、その周辺、

全く同じということなんですけれども、その新たなということは、多目的公園と

か、そういうものは新しく使えるとは思えませんので、また何か新しいイベント

だったりとか、新たな事業を始めるための整備というか、調査ということでいい

のかということですね。

それと、調査を行う会社に対しましては、今までほかの自治体とかで調査活動と

かというのを行って、また、事業展開とかということをされているところなのか。

２点お答えください。

議 長（佐藤 實君） 商工観光課長。

商工観光課長（関本博之君） それで、まず、今回の調査業務のほうを行う目的のほうをま

ずちょっと説明したほうがよろしいかと思いますけれども、現在本町の観光拠点、

鳥の海周辺地区、こちらについては、仙台の以南の沿岸部として、こちらの観光

スポットとして誘客を進めてきておりますけれども、今現在名取市の閖上地区、

あと閖上の名取川を挟んだ仙台市の沿岸、こちらにおいて温泉施設や商業施設、

あとはスポーツ施設といった、これまで荒浜地区のほうで進めてまいりました観

光拠点型の施設整備が進められておりまして、これらが完成をしますと、やはり

荒浜地区の強みというものが薄れて、仙台中心部よりより近場の新しいほうの観

光スポットのほうに人のほうが流れていってしまい、本町への交流人口が少なく

なってしまうのではないかと。そういったところを心配していることから、今回

ほかの地区とやっぱり差別化を図っていく必要があるということで、差別化を図

るため、例えば荒浜でしかできないもの、また、何が魅力的なもので、効果的な

事業なのか、こういったものを調査をして、今後の荒浜エリアの将来構想につな

げていきたいということで、調査業務をするものでございます。
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あと、コンサルのほうがそういったまちづくりの実績があるかということなんで

すけれども、そういった実績のあるコンサルを選択をして、委託のほうをしたい

というふうに考えております。以上です。

議 長（佐藤 實君） 森 義洋議員。

１１番（森 義洋君） 観光事業に関しましては、今年度はコロナの影響下によって、様々

まだ６月ではございますが、８月上半期までは様々な事業が中止、延期というふ

うになっている中、９月以降、名取市だったりとか、仙台圏では様々な新たな観

光施設とかということが出てくるように予定されています。

これからの本町の観光事業のことを考えれば、確かに大事なこととは思うんです

けれども、本町においては様々な団体、また企業が地元のためにというふうに頑

張っています。どうかその地元の方々を、そんなことはないとは思うんですけれ

ども、ないがしろというか、置き去りにするようなことがないようお願いしたい

なという点をよろしくお願いいたします。

最後に伺いますけれども、こちらの予算、この110万円の予算の使い道、内訳等

なんていうのがお分かりになるのでしたらお答え頂きたいと思うんですが。

議 長（佐藤 實君） 商工観光課長。

商工観光課長（関本博之君） こちらは、全て委託料ということなんですけれども、その内

訳ということでよろしいでしょうか。

参考見積りのほうを徴して積算しているんですけれども、こちらの100万円の内

訳ということですけれども、まず、調査分析、こちらに係る費用が26万4,000円、

そして、構想の立案、課題の整理でありますとか、構想案の作成、こちらが57万

円、あとは、その他といたしまして、打合せ協議や提出書作成、こちらにかかる

費用が16万6,000円ということで、合わせて100万円ということで積算をしており

ます。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。17番鈴木邦昭議員。

１７番（鈴木邦昭君） 21ページのまず18節フォークリフトの運転技能講習受講料というこ

とで18万円計上されております。この運転技能講習受講料となっておりますから、

最大過重は１トン以上じゃないかと、そう思います。１トン未満であれば、運転

特別教育ということで、少し安くなるかなとは思いますけれども、それで、今回18

万円、以前担当課のほうからは、４人講習する、受けるということを聞いていま
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したけれども、再度確認します。何人で18万円なのかどうかと、それから、フォ

ークリフトの講習というのは、これは民間企業でやるのかなと思いますけれども、

これは、どこで講習を受けるのか。そしてまた、それは入札されたのかどうか。

それを伺います。

議 長（佐藤 實君） 総務課長。

総務課長（牛坂昌浩君） ただいまの質問でございますけれども、技能講習につきましては、

４名の職員を予定しております。

金額につきましては、４人で割りますと４万5,000円。

それから、講習につきましては、見積りのほうもらっているんですけれども、近

場の民間のほう、これを検討しています。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 鈴木邦昭議員。

１７番（鈴木邦昭君） 分かりました。じゃ、まず、後でまたそれは教えていただきたいと

思います。

それから、17節のフォークリフト購入費でございますけれども、405万7,000円計

上されておりますけれども、このフォークリフトというのは、要するに講習費と

いうことですから、最大過重が１トン以上ですから、フォークリフトも１トン以

上のものを購入すると、こういうことでいいのかどうか。

それから、もう一つは、リーチタイプとそれから、カウンタータイプ、要するに

立って運転するやつと座って運転するタイプがあるんですけれども、我々がそれ

はまだ何も見せてもらってはいないんですけれども、それどちらのほうを選んで

購入されるのか、それをお聞きします。

議 長（佐藤 實君） 総務課長。

総務課長（牛坂昌浩君） フォークリフトにつきましては、1.3トンを予定しております。

なお、型式につきましては、乗用のほうで考えております。立つほうじゃなくて、

座るほうです。

議 長（佐藤 實君） 鈴木邦昭議員。

１７番（鈴木邦昭君） 分かりました。

それで、今回１トン以上のフォークリフト、これが本当に必要なのかどうか。防

災倉庫に、備蓄倉庫に何をそれだけ重いものをその倉庫に入れるのかどうか。私

はこれがちょっと何を入れるのかなと思っておったわけですけれども、それで、
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１トン未満のフォークリフトでも十分いけるのかなと私は思ったんですけれども、

その件について、まず１つお聞きします。

それからもう一つは、フォークリフトイコールはい作業主任技能講習というのも

ございますけれども、こちらのほうも受講するのかどうか、それを伺います。

議 長（佐藤 實君） 総務課長。

総務課長（牛坂昌浩君） フォークリフトにつきましては、備品の管理につきましては、備

蓄計画もございますとおり、パレットに積んで管理、フォークリフトで上下させ

たりして整理とか保管とか、避難所に出したりとか、そういう管理しますので、

1.3トンのほうを予定しております。

それから、技能といいますと、２問目の質問再度お願いします。（発言あり）

それにつきましては、確認して、必要であれば、講習を受けたいというふうに考

えております。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。１番小野一雄議員。

１ 番（小野一雄君） 19ページですね。19ページの８款４項６目の８節工事請負費江下団

地防災調整池ポンプ設備付帯工事ということで1,700万円計上されております。こ

の関係については、今年の１月の臨時議会でポンプ設置の設計業務が計上されて、

480万円と。そして、３月の定例会では、工事設計の工事請負費ということで3,168

万円ということで、今回６月の段階でこの1,700万円が附帯工事ということでなっ

たわけでありますけれども、これから台風シーズン迎えるに当たって、住民とし

て、早期の着工、これを着工して早期完成を願っているわけですけれども、まず、

この着工予定日、この辺、入札これから出てくるかと思いますが、いつごろに考

えて、工事期間を完成目途をどのくらいに考えているのか。その辺まずお聞きし

たいと。これが１点目。

それから、２点目として、今度ページ数が23ページ、23ページの10款４項５目図

書館郷土資料館管理費の中で、工事請負費ということで、悠里館１階の亘理山元

商工会事務室外空調設備改修工事755万7,000円が計上されておりますけれども、

これは、商工会からの負担金といいますか、この755万7,000円に商工会からの負

担があるのかどうか。この辺をお伺いしたいなと。

私は、多額の工事費でありますから、ある程度の負担割合で出してもらったほう

がいいのではないかなと思うわけですが、その辺お伺いしたいと思います。
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議 長（佐藤 實君） 施設管理課長。

施設管理課長（齋藤輝彦君） まず、江下のポンプの関係でございますけれども、こちらの

予算につきまして、今回６月補正、この議会で認めていただけましたら、すぐに

発注をいたしまして、７月に入札が行える予定で進めたいと思っております。

工期につきましては、５か月を見込んでおりますので、12月ということで考えて

おります。どうしてもポンプ製造に３か月が必要になるということでございます

ので、できる限り前倒しができるような工事工程を考えて進めさせていただきた

いと思いますが、今現在の予定としましては、５か月を見込んでおります。以上

です。

議 長（佐藤 實君） 生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） この悠里館の空調設備の改修工事の商工会からの負担という

ことでございますけれども、現時点においては考えてございません。以上でござ

います。

議 長（佐藤 實君） 小野一雄議員。

１ 番（小野一雄君） １番目の12月末を竣工予定ということで、工事の関係お話ありまし

た。12月だと台風行ってしまう。今の時期ですと、台風来るのはオールシーズン

だというようないろいろな意見もありますけれども、やはり、秋の長雨、こうい

ったものを予測されますので、やはり少し拍車をかけて、１日でも早い完成を期

待しておきたいと思います。

それから、今の商工会の関係ですが、私の理解があれなのかなと思いますけれど

も、この事務室外ということは、何か所なのか。私は当初１か所だけなのかなと

思ったんですが、１か所では高すぎるなと思ったんですが、これはほかというの

はどのぐらい、どこどこにあるのか。その辺まず教えてください。

議 長（佐藤 實君） 生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） このほかという部分でございますけれども、まず、入り口か

ら入って左側のほうに商工会の事務室ございます。そのほかに、会長室と休憩室、

倉庫、小会議室、大会議室ということで、左側全部、西からの入り口のところに

警備員室ありますけれども、あそこ左側全部の部屋というような捉え方になりま

す。以上です。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。９番佐藤邦彦議員。
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９ 番（佐藤邦彦君） 私は、17ページの下段の観光振興費の新しい観光エリア創出可能性

調査についてお尋ねいたします。

先ほど目的については、森議員からの質問で今回答がありました。そして、荒浜

地区の強みが薄れてしまうと、交流人口が減少すると。新たなエリアを設定した

いというふうな趣旨のようであります。

現在亘理町の観光戦略については、第５次総合発展計画、そして、同時期に策定

された亘理町まち・ひと・しごと創生総合戦略というのがあるわけですね。これ

は、ある意味ソフト事業で、個別事業に特化している部分で、そして、これを基

に山、川、里、海、温泉の豊かな自然資源や歴史資源、農林水産資源を生かして、

私と亘理のブランド造りを今現在も推進しているわけです。

そして、この大本となっているのが亘理町震災復興計画、荒浜地区においては、

土地利用ですね。観光スポーツエリア、鳥の海八景として、水辺の交流ゾーン、

そして、水産ゾーン、公園緑地としてゾーニングされているわけなんです。

そして、今現在多目的広場が完成されたと。一部まだ未着工のところもあります

けれども、今現在進行して、これからやっぱり地域の方々とつくり上げていく観

光資源だと私は思うんですが、ここで新たに観光エリアを設定するというふうな

ことになりますと、これまでの施策との整合性って一体何だったんですか。お尋

ねいたします。

議 長（佐藤 實君） 商工観光課長。

商工観光課長（関本博之君） 事業名のほうは、新たな観光エリアの創出というふうになっ

ているんですけれども、まるきり新しいものを創出するというわけではなくて、

先ほども言いましたけれども、今あるエリアの中で今やっていることに加えて、

今やっていることと同じようなことが閖上、仙台沿岸部のほうで事業展開が今後

されますので、やはり同じ内容で競っていくのではなくて、現在のエリアの中に

プラスアルファをしていきたい。そのプラスアルファしていく有効な事業という

のは何かと。そういったものを調査をしていくということで、総合発展計画とか、

そういったものとは別に、似通ったような施設が近くに整備されているので、そ

れに対応するためということでご理解をしていただきたいというふうに思います。

議 長（佐藤 實君） 佐藤邦彦議員。

９ 番（佐藤邦彦君） そうであれば、それらしい名称を設定するべきではなかったかと。
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私は、新たな観光エリア区域、そういった区域、地域を設定するものだというふ

うに私は理解しましたが、そうではないというふうなことでございますが、それ

で、やっぱり観光というのは、ご存じだと思いますが、地元の方々のご理解とご

協力がなければ、これは決して展開してこれない、進めることができないもので

あると思います。

観光というのは、亘理町であれば、亘理町区域74平方キロメートル全部が観光地

域になり得るものでありますし、そこで生活する人々の暮らし、そしてなりわい

が観光資源につながっていくわけです。地域の考え、協力がなくては成り立たな

いと。

そこで、今回この調査を行うに当たって、荒浜地域の人からやはり要望、調査の

ニーズというものをやっぱり把握して、この予算化を進めているのか。これが１

つ。

そして、その後この調査を実施するに当たって、地元の関係者などを検討委員と

して参画させていくのかというふうなことについてお伺いいたします。

議 長（佐藤 實君） 商工観光課長。

商工観光課長（関本博之君） まず、事前にそういったニーズの調査をしたのかということ

なんですけれども、特に地元の方のニーズの調査というところまでは実施をして

おりません。

今回この業務の中で、やはり地元の方の理解、あとは協力なくして進めることは

できませんので、この調査の業務の中で、荒浜地域内で観光業をなりわいとして

おります方々のやはりご意見をヒアリングをしながら、聞いて、それと併せて、

今抱えておられる課題など、こういったのも聞いて、反映をさせていきたいと考

えております。以上です。

議 長（佐藤 實君） 佐藤邦彦議員。

９ 番（佐藤邦彦君） 最後ですけれども、基本的なことをお伺いします。

亘理町は、平成23年の３月11日に震災で荒浜地区は壊滅的な被害を被って、そこ

から９年、10年目にやっとここまでいろいろな水産加工施設、わたり温泉鳥の海

も佐勘さんにお願いして、やっとここまで来ているわけです。

そして、これからであるはずだと思います。そして、今回コロナウイルスという

ふうなことで人が途絶えてしまったけれども、やはり今までつないできた、やっ
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ぱり先人が、先達の努力というようなものは、やっぱり少しずつ復旧させて、そ

して、やっぱり人々が力を合わせて物事を作っていく。それは、産業であり、や

っぱり水産資源であり、風光明媚な景観であると思いますが、これから新しい素

材いっぱいあるはずだと思うし、私はそう思うんですけれども、このほかと差別

化を図る、実際十分に差別化として亘理町の底力として差別化は私は図られてい

ると思うんですが、この点について不足だというふうな観点は、もう一度お聞か

せください。

議 長（佐藤 實君） 商工観光課長。

商工観光課長（関本博之君） 先ほどもお話をしましたけれども、やはり今あるもの、よい

もの、これにさらに磨きをかけるということと、あとはもう一つ、新しいものを

つくり上げていくということが必要だと思いますので、そういった点を今回この

調査業務の中でやっていきたいというふうに考えております。

当然、これまでやってきた方々のことをないがしろにする気はありませんし、や

はり、地元の方、関係者の方々と協力をしながら、よりよい地域をつくっていき

たいというふうに考えております。

議 長（佐藤 實君） 町長。

町 長（山田周伸君） ちょっと私のほうからも一言お答えをさせていただきたいと思いま

す。

震災の前、２年前にわたり温泉鳥の海ができました。震災の前に実は、私は仕事

上でいつも松川浦のほうに週に１回行っておりました。そのときに、向こうの当

時のいろいろな飲食店、旅館、民宿の方から言われた言葉が一言、すごく気にな

っているのがあります。鳥の海温泉ができたら、土日に松川浦にいらっしゃって

いたお客さんの半分近くがもう取られてしまったと。今まで１時間ちょっとかけ

てこっちの仙台市内から１時間半ぐらいかけて来ていた人たちが亘理だと１時間

かからないで、皆さんそこで温泉入って、食事ができるということで、がっちり

ともうお客さんが減ってしまったと。そのような中で、今回名取、そして仙台市

の沿岸地区に同じような施設ができるわけですから、やはりそれをただ待ってい

る、座して待っているわけじゃなくて、やはりうちのほうでも差別化を図るため

のことをしていかなければならないだろうというのが今回のこの議案を提出をさ

せていただいた、この予算を取らせていただいた一番の大きな違いでございます。
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私の経験上、大変なことになるのではないかと。その前に、やはり違いをうちの

ほうから出していこうというのがこのあれでございますので、ぜひご理解を頂き

たいと思います。よろしくお願いします。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。５番安藤美重子議員。

５ 番（安藤美重子君） 13ページですけれども、亘理町創作活動センターの改修工事につ

いてお伺いいたします。

今回スロープと和室の改修ということでしたんですけれども、その和室の改修と

いうのは、畳の模様替えなのか、それとも和室を床というんですが、フロアにす

るということなのか。

それと、この工事をするために、何日間かあそこを休館にするのかどうかお伺い

いたします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 農村創作活動センターの改修ということで、この内容なんですけ

れども、まずは、入り口のスロープをつけます。バリアフリーに対応ということ

でスロープをつけると。

もう一つの床の改修ですけれども、これは、畳の部屋、24畳ほどの畳の部屋ある

んですけれども、それをフローリング化いたします。北側にフローリングの部屋

があるんですが、それと同じような形で、フローリングの部屋にするということ

が工事の内容でございます。

工事する期間中は、もちろんそこを休館するという形になりますけれども、そん

なに時間はかからないものと考えております。

議 長（佐藤 實君） 安藤美重子議員。

５ 番（安藤美重子君） フローリングにするということですけれども、あそこはやはり和

室があることで、ちょっといい場面も、前回の東日本のときなんかは、和室があ

ったので、横になったりとかということもできるというメリットがありました。

ですので、畳を若干敷かれるようなところも残していただきたいかなという気持

ちが１つあります。

それと併せて、もう一つ質問です。

小学校、中学校に今回サーモグラフィー等の購入費として計上されておりますけ

れども、この予算内で十分賄えるものなのかどうかと、今子供たち、生徒たちは、
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この体温測定というようなことで、どのような状況になっているのかということ

を１つ。

それと、ここには小学校、中学校だけなんですけれども、児童クラブとか、保育

園もある、保育所なんかもあるんですけれども、ここの施設については、こうい

うものは必要ないのかどうかということをお尋ねいたします。

議 長（佐藤 實君） 企画課長。

企画課長（齋 義弘君） 農村創作活動センターのフローリングのお話ですけれども、以前

から地域の皆様からの要望がございまして、畳の部屋じゃなくて、フローリング

にしてほしいという要望が以前からございまして、それに応えたような形になっ

ております。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 教育総務課長。

教育総務課長（太田貴史君） サーモグラフィーの購入でございますけれども、現在小中学

校の生徒につきましては、登校時に体温を家で測っていただいて、登校した際に

も測っていただくということを行っております。

今回サーモグラフィーを購入することによりまして、１秒以内に検温できるとい

う優れたものでございますので、こちらのほうで対応していきたいということで

ございます。

また、予算のほうにつきましては、５月の議会のほうで非接触型の体温計のほう

を計上させていただきましたけれども、そちらのほうにつきましては、クラスに

１台ずつ配布しようと思ったんですが、そちらのサーモグラフィーのほうが利便

性が高いということと、非接触型の体温計のほうがちょっと誤差の範囲が大きい

ということでございますので、そちらの予算のほうを組替えさせていただきまし

て、サーモグラフィーの購入のほうに追加で加えさせていただきたいと考えてご

ざいます。

議 長（佐藤 實君） 子ども未来課長。

子ども未来課長（岩泉文彦君） 保育所、あと児童クラブにつきましては、現在保育所等に

おきましては、朝の検温、そして施設に来てからの検温を行っております。

現在それで進めておりますが、今後状況により必要となれば、新たに補正等で対

応しまして、整備のほうをしたいと考えております。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑ありませんか。６番大槻和弘議員。
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６ 番（大槻和弘君） 何点かお聞きをしたいんですが、14、15ページの３款３項１目４の

災害救助経費、災害援護資金貸付金ですね。このことについてなんですが、今現

在滞納者の割合、それから、滞納額、それをちょっと教えていただきたいのと、

それから、17ページ、６款３項１目の４の水産振興経費があるんですが、この海

岸漂着物（廃棄物）等処理業務委託料なんですが、これというのは、どのくらい

の量になるのか。そしてまた、通常と比べて多かったのかどうか。これをお聞き

をしたいのと、もう一つ、19ページのほうの先ほどお話のあった江下団地防災調

整池ポンプ設備付帯工事なんですが、江下で工事をやるわけですけれども、その

ほかの集団防災移転の調整池というのは、こういったことがないのかどうか。そ

この点をお聞きします。

議 長（佐藤 實君） 福祉課長。

福祉課長（佐藤育弘君） 第１点目のご質問の災害援護資金貸付金の滞納割合でございます

が、現在滞納割合23％ぐらいになっております。平成30年の２月から本格償還が

始まりまして、１年数か月たつんですけれども、大体滞納額が23％。金額につい

ては、今正確にちょっと答えられるような資料持ち合わせておりませんので、率

だけ、23％ぐらいだというところでご理解を頂きたいというふうに思います。

議 長（佐藤 實君） 農林水産課長。

農林水産課長（菊池広幸君） 第２点目の水産業振興費の海岸漂着物（廃棄物）等処理業務

委託料165万円なんですが、こちらの事業は、今回初めての取組の事業でございま

す。内容につきましては、海、海洋で今般昨年度からちょっと懸念されていまし

た台風19号の後の海洋の中のごみでございます。こちらが著しく多いというよう

なことで、大変漁業者に大損害、網の被害ですとか、大変ご迷惑をかけていると

いう状況でございましたが、そのような中で、漁業者がその操業中に網にかかっ

たもの、こちらを自主的に陸まで運んでもらいまして、それを今回この165万円で

産廃の廃棄として処理を委託するというような内容でございまして、現在補助金

で150万円、そして、税金込みで165万円で支出なんですが、150万円でできる量と

すれば、現在こちらで見込んでいるのが60立米ほどで見込んで150万円と一応積算

をしております。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） 施設管理課長。

施設管理課長（齋藤輝彦君） 防災集団移転のポンプの件でございますけれども、今回つけ
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るのが江下団地、そのほかに大谷地にはもう既にポンプがついております。中野

地区にも同じくポンプがついております。残りは、舟入北と南河原という２団地

になるんですけれども、南河原団地につきましては、山にある調整池であふれる

という状況にはないものですから、設置は考えておりません。

舟入北につきましても、舟入川の状況にもよりますけれども、江下のような被害

が起きているわけではないので、舟入北のほうも設置をする計画はございません。

以上です。

議 長（佐藤 實君） 大槻和弘議員。

６ 番（大槻和弘君） 分かりました。

先ほどの23％の滞納、貸付金のほうですけれども、割合としては23％だというふ

うにお聞きをしましたけれども、今後の対応として、徴収猶予とか、そういった

ことを考えているのかどうかお聞きをしたいのと、あとはまた、23ページになる

んですけれども、23ページの一番下のほうの10款５項３目８のあぶくま公園運動

場構造物等撤去工事ということで計上されていますけれども、これ大した、使っ

ている方というのはあまりいないというふうな話は聞きましたけれども、運動場

の確保というか、そこを必要なわけではない、そこまでは必要ないというふうな

ことでいいのかどうかお聞きしたい。

議 長（佐藤 實君） 福祉課長。

福祉課長（佐藤育弘君） 災害援護資金の貸付金の徴収猶予の件でございますが、徴収猶予

につきましては、借受人の方々からご相談を頂いて、その方々の状況を確認しな

がら、なかなか生活に困窮しているというような状況を確認できれば、徴収猶予

というような形を取っております。現在も。

今後もそのような形を取りたいというふうに思っております。

議 長（佐藤 實君） 生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） あぶくま公園運動場でございますけれども、件数につきまし

ては、平成29年につきましては、野球場のほうが16件、ソフトボール場が12件と

いうことで、サッカー場はなしというような形でございます。

平成30年度につきましては、ソフトボールのほうが２件、あと野球場が12件と。

令和元年度につきましては、ソフトボール２件と野球場については８件というこ

とで、年々数が減ってきてございます。
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その中で、純然たる逢隈の方が使っていると、使用しているというのが、これず

っと全部調べていったんですけれども、ほぼほぼないと。平成29年度のときは、

ダイショウ倉庫株式会社ということで、多分逢隈の会社さんのほうで使っていた

だいたというような形で、あとは、山元町の団体であったり、町外の団体、あと

は、チームは町内のチームなんですけれども、吉田の人が入ってみたり、荒浜の

人入ってみたりというようなことで、純然たる逢隈の人がもう使っていないとい

う状況にございます。

この前の全員協議会でも説明させていただきましたけれども、逢隈防災広場、そ

ちらのほうがグラウンドゴルフであったり、スポ少であったりということで、純

然たる逢隈の方が使うところがもう逢隈防災広場のほうに移っているというか、

そちらのほうで十分足りているというようなことで、先ほども金額的な面も申し

ましたけれども、解体については、解体撤去工事、今回は2,100万円と。

ただ、これを元どおりに戻すというようなことであれば、6,000万円以上かかる

と。ましてあと、今のここ数年の異常気象によって6,000万円かけて直したけれど

も、またすぐに上がってきてしまったときには、またその元どおりにするのにま

たかかるというようなことも総合的に判断しまして、今回返還というような方向

にさせていただいたという中身でございます。以上です。

議 長（佐藤 實君） 大槻和弘議員。

６ 番（大槻和弘君） 今の2,100万円の部分ですけれども、ちょっと教えてほしいんです

が、ここの中で一番工事費の中で一番大きいのは何なのか教えてほしいのと、あ

と、消防団使っていますよね。その方たちというのはどうなっていくのかなとい

う、この２点。

議 長（佐藤 實君） 生涯学習課長。

生涯学習課長（片岡正春君） 公園内の撤去工というようなことでございますけれども、そ

の中で一番は、植生、木ですね、公園の周りの、そちらの撤去のほうが大体450万

円くらいかかるのが一番大きいというような中身でございます。以上です。

すみません。消防の関係につきましては、担当者のほうとも確認させていただき

まして、春期と秋期については、この本庁舎のほうの東側のほうで今後やってい

くというような形で、ただ、水防のほうがまだ場所の設定はまだしていませんけ

れども、根本的に、水防の訓練の何々工法ってありますけれども、その工法から
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ちょっと見直しを今年１年かけて見直しをかけて、今後場所の設定をしていくと

いうようなことで話を伺っているところでございます。以上です。

議 長（佐藤 實君） 総務課長。

総務課長（牛坂昌浩君） ただいまの消防団の関係ですけれども、毎年７月の上旬に水防訓

練実施しておりますけれども、実施に当たりまして、事務局のほうが今一緒に岩

沼消防と一緒になりました阿武隈消防本部のほうになっております。

名称につきましては、宮城県消防協会亘理地区支部というふうな名称で、現在は

亘理町消防団、山元町消防団と、それから、消防職員で水防訓練を実施しており

ますが、現在岩沼市消防団と名取市消防団、それぞれ組合がありまして、合同で

水防訓練を実施しております。

名取市と岩沼市につきましては、宮城県消防協会名取地区支部ということで、組

織されております。それの亘理支部、それから、名取支部につきましては、来年

４月１日に一緒の支部を立ち上げるということで、現在協議中でございます。

水防訓練につきましても、２市２町で一緒にやるのか、岩沼、名取でもやってお

りますので、その辺につきまして、今後場所の位置につきましても、今後協議を

していくというふうなお話でございます。以上でございます。

議 長（佐藤 實君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第61号 令和２年度亘理町一般会計補正予算（第３号）の件を採

決いたします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第61号 令和２年度亘理町一般

会計補正予算（第３号）の件は、原案のとおり可決されました。

日程第１５ 議案第６２号 令和２年度亘理町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）
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議 長（佐藤 實君） 日程第15、議案第62号 令和２年度亘理町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）の件を議題といたします。

〔議案末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。健康推進課長。

健康推進課長（齋藤 彰君） 議案第62号 令和２年度亘理町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）についてご説明いたします。

まず初めに、別冊の令和２年度亘理町国民健康保険特別会計補正予算書（第１

号）をご準備頂き、１ページをお開き願います。

議案第62号 令和２年度亘理町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正につきましては、第１条に記載のとおり、歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ619万9,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ38億1,247万4,000円とするものでございます。

詳細につきましては、まず初めに、歳出よりご説明いたします。

10ページ、11ページをお開き願います。

今回の歳出の補正は、１款の総務費、２款の保険給付費及び６款の保健事業費の

大きく３点になります。

１点目の１款の総務費ですが、一般管理費の手数料63万円につきましては、医療

機関でのオンライン資格確認を見据えたマイナンバーカードの関係の啓発用リー

フレット等を被保険者証の更新時に一緒に郵送するため、かさ増しとなる郵便代

でございます。

また、賦課徴収費、印刷製本費56万1,000円につきましては、今年度から新シス

テム運用開始による随時移動分の納税通知書印刷代等になります。

趣旨普及費11万5,000円ですが、こちらは、前段で説明申し上げましたマイナン

バーカード関係の啓発用のリーフレット代になります。

続きまして、２点目の保険給付費でございますが、こちらは、新型コロナウイル

ス感染症に係る傷病手当金300万円でございます。現時点で亘理町国民健康保険の

被保険者での該当は確認はしておりませんが、今後の第２波等の再流行も懸念さ

れますので、今回予算措置をさせていただております。
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３点目の６款の保健事業費の特定健康審査事業費1,050万5,000円の減額補正です

が、現在国が推し進めております高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に

向けて、別々の会計にまたがっています今現在の事業費を一般会計に組替えをし

まして、改めて当該事業費等を整理するものでございます。

今回組替え整理、減額する事業内容は、もともと宮城県後期高齢者医療広域連合

から受託して実施している事業であります特定健康審査等事業費のうち、後期高

齢者医療制度に該当する75歳以上のシルバー健康審査事業費になります。

続きまして、歳入をご説明いたします。８ページ、９ページをお開き願います。

今回の歳入の補正は、４款の県支出金、６款の繰入金及び８款の諸収入の３点に

なります。

１点目の４款の県支出金につきましては、特別調整交付金といたしまして、歳出

の１款総務費の中の趣旨普及費、マイナンバーカード関係の啓発用リーフレット

代11万5,000円並びに歳出２款保険給付費の傷病手当金300万円に対応した財源に

なる特別調整交付金311万5,000円になります。

続きまして、２点目は、最初に８款の諸収入についてご説明いたします。

歳出で説明しましたとおり、宮城県後期高齢者医療広域連合から受託している後

期高齢者医療制度に該当する75歳以上のシルバー健康審査事業について、今回組

替え、整理、減額をしております。シルバー健康審査事業の財源につきまして

は、元来から８款の諸収入の特定健康審査受託料と６款の繰入金の一般会計から

の事務費繰入金の２つを財源としております。今回８款諸収入の特定健康審査受

託料については、当初予算に計上しております962万1,000円の全額を減額補正す

ることになります。

最後の３点目の６款繰入金の一般会計からの事務費繰入金についてですが、今回

の補正は、歳出１款総務費の中の一般管理費郵便代63万円並びに賦課徴収費納税

通知書印刷代56万1,000円を合わせて追加分が119万1,000円でございます。ただ

し、減額分といたしまして、シルバー健康審査事業費分が88万4,000円となります

ので、追加分、減額分相殺いたしまして、30万7,000円の追加補正になります。

以上で説明は終わります。よろしくお願いします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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議 長（佐藤 實君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第62号 令和２年度亘理町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）の件を採決いたします。本案は原案のとおり決することにご異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第62号 令和２年度亘理町国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）の件は、原案のとおり可決されました。

この際、暫時休憩をいたします。

再開は14時15分といたします。休憩。

午後２時０５分 休憩

午後２時１５分 再開

議 長（佐藤 實君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

日程第１６ 議案第６３号 令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正予

算（第１号）

議 長（佐藤 實君） 日程第16、議案第63号 令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正

予算（第１号）の件を議題といたします。

〔議案末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。上下水道課長。

上下水道課長（齋藤秀幸君） 議案第63号 令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正予算

（第１号）についてご説明申し上げます。

それでは、別冊の令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正予算書（第１号）を

ご用意願います。

１ページをお開きください。

今回の補正につきましては、公共下水道事業特別会計の公営企業移行に伴い発生

した案件でございます。
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特別会計から企業会計に移行した初年度、本年度につきましては、打切決算とな

りますので、出納整理期間が存在しないこととなります。代わりに、その期間の

支出を目的として、特例的支出という科目を設けております。

令和元年度事業につきましては、令和元年度内に特別会計で支出を行い、支出が

４月以降となる場合には、令和２年度の特例的支出から支出するべく、当初予算

の編成を行っていたところであります。

しかしながら、２月末に完了予定しておりました複数の工事で３月末まで工期を

延長する必要が生じたため、特例的支出に不足が生じることとなり、本年度予算

から暫時支出を行っております。

その結果、本年度の工事請負費に１億5,047万7,000円の不足を生じることから、

今回補正を行うものです。

なお、今回の財源につきましては、特別会計から移行した資金を充当するため、

他の会計からの繰入金等は発生しないものでございます。

議案第63号 令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正予算（第１号）。

第１条、令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。

第２条、予算第４条に定めた資本的支出の予定額は、次のとおり補正する。

支出第１款資本的支出第１項建設改良費、既決予定額４億8,230万円、補正予算

額１億5,047万7,000円増額。計６億3,277万7,000円とするものでございます。

それでは、２ページ、３ページをお開きください。

資本的支出１款１項１目管渠等建設費の工事請負費について、１億5,047万7,000

円増額するものです。

以上で議案第63号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（佐藤 實君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 討論なしと認めます。

これより、議案第63号 令和２年度亘理町公共下水道事業会計補正予算（第１
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号）の件を採決いたします。本案は原案のとおり決することにご異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、議案第63号 令和２年度亘理町公共

下水道事業会計補正予算（第１号）の件は、原案のとおり可決されました。

日程第１７ 報告第１１号 繰越明許費繰越計算書について（令和元年度

亘理町一般会計予算）

議 長（佐藤 實君） 日程第17、報告第11号 繰越明許費繰越計算書についての件を議題

といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。財政課長。

財政課長（大堀俊之君） 報告第11号 繰越明許費繰越計算書についてご説明させていただ

きます。議案書の46ページをお開き願います。

報告第11号 繰越明許費繰越計算書について。

令和元年度亘理町一般会計予算の繰越明許費は、次のとおり翌年度に繰り越した

ので、地方自治法施行令第146条第２項の規定により議会に報告するものでありま

す。

この内容につきましては、これまでご承認頂いておりました令和元年度予算の繰

越明許費について、繰越額が確定したことに伴い、今回ご報告申し上げるもので

ございます。

繰越事業は、主に東日本大震災に関連する復興事業及び昨年の台風19号等の影響

に関連する復旧事業等のほか、国の補正予算に係る小中学校の工事費等であり、

個別事業といたしましては、46ページ上段の２款１項総務管理費、第24回亘理町

中学生海外派遣事業の翌年度繰越額646万円から次ページ、47ページの下段になり

ます11款２項公共土木施設災害復旧費、公共土木施設災害復旧事業（町道上郡小

山線）における翌年度繰越額318万4,000円までとなっております。

これら全てを合計すると、31事業、翌年度繰越額が11億2,106万9,000円に確定し

たことを報告するものでございます。
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以上で、報告第11号 繰越明許費繰越計算書についての説明を終わります。

議 長（佐藤 實君） 以上で報告第11号 繰越明許費繰越計算書についての説明が終わり

ましたが、本件は報告だけでありますのでご了承願います。

日程第１８ 報告第１２号 繰越明許費繰越計算書について（令和元年度

亘理町公共下水道事業特別会計予算）

議 長（佐藤 實君） 日程第18、報告第12号 繰越明許費繰越計算書についての件を議題

といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。上下水道課長。

上下水道課長（齋藤秀幸君） それでは、報告第12号 繰越明許費繰越計算書についてご説

明申し上げます。

それでは、議案書の48ページをお開きください。

これにつきましても、繰越額が確定したことにより報告するものでございます。

令和元年度亘理町公共下水道事業特別会計予算の繰越明許費は、次のとおり翌年

度に繰り越したので、地方自治法施行令第146条第２項の規定により報告する。

内容でございますが、上段の２款下水道事業費１項公共下水道事業費、社会資本

整備総合交付金事業、金額9,267万4,000円、翌年度繰越額7,567万4,000円。下の

段になりますけれども、２款下水道事業費１項公共下水道事業費、公共下水道事

業（単独事業）、金額1,500万円、翌年度繰越額1,500万円。合計金額１億767万

4,000円。翌年度繰越額9,067万4,000円。

２事業の翌年度繰越額が確定したことにより報告するものでございます。

以上で、報告第12号の説明を終わります。

議 長（佐藤 實君） 以上で日程第18、報告第12号 繰越明許費繰越計算書についての説

明が終わりましたが、本件は報告だけでありますのでご了承願います。

日程第１９ 報告第１３号 事故繰越し繰越計算書について（令和元年度

亘理町一般会計予算）
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議 長（佐藤 實君） 日程第19、報告第13号 事故繰越し繰越計算書についての件を議題

といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。財政課長。

財政課長（大堀俊之君） 報告第13号 事故繰越し繰越計算書についてご説明させていただ

きます。49ページをご覧願います。

報告第13号 事故繰越し繰越計算書について。

令和元年度亘理町一般会計予算の事故繰越しは、次のとおり翌年度に繰り越した

ので、地方自治法施行令第150条第３項の規定により議会に報告するものでありま

す。

本件につきましては、令和元年度一般会計予算における繰越事業において、避け

がたい事故により年度内の事業が完了できなかった事業について、事故繰越しに

より翌年度に繰り越したものであります。

個別事業として、８款４項都市計画費、事業名、避難道路新設・整備事業（町道

五十刈線）になりますが、支出負担行為額2,405万3,945円のうち、翌年度繰越額

が778万2,000円となっております。

町道五十刈線の整備事業の工事の進捗状況から、公有財産購入費及び補償費等に

ついて次年度へ繰り越すものになります。

以上で報告第13号 事故繰越し繰越計算書についての説明を終わります。

議 長（佐藤 實君） 以上で日程第19、事故繰越し繰越計算書についての説明が終わりま

したが、本件は報告だけでありますのでご了承願います。

日程第２０ 報告第１４号 令和元年度亘理町水道事業会計予算繰越計算

書について

議 長（佐藤 實君） 日程第20、報告第14号 令和元年度亘理町水道事業会計予算繰越計

算書についての件を議題といたします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 当局からの提案理由の説明を求めます。上下水道課長。

上下水道課長（齋藤秀幸君） 報告第14号 令和元年度亘理町水道事業会計予算繰越計算書
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についてご説明申し上げます。

それでは、別冊の令和元年度亘理町水道事業会計予算繰越計算書をご用意くださ

い。

１ページをお開きください。

これにつきましても、繰越額が確定したことにより報告するものでございます。

地方公営企業法第26条第３項の規定により、次のとおり報告する。

２ページ、３ページをお開きください。

内容でございますが、１款資本的支出１項建設改良費、事業名、改良事業費、予

算計上額２億6,765万6,000円、支払い義務発生額１億7,065万6,000円、翌年度繰

越額8,800万円。避難道路関連２工事のほか１工事の合計でございます。

以上で報告第14号の説明を終わります。

議 長（佐藤 實君） 以上で報告第14号 令和元年度亘理町水道事業会計予算繰越計算書

についての説明が終わりましたが、本件は報告だけでありますのでご了承願いま

す。

日程第２１ 委員会の閉会中の継続審査申出について

議 長（佐藤 實君） 日程第21、委員会の閉会中の継続審査申出についての件を議題とい

たします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 教育福祉常任委員長から、会議規則第74条の規定により、お手元に

配付いたしました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。

お諮りいたします。教育福祉常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査に

付することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、教育福祉委員長から申出のとおり、

閉会中の継続審査に付することに決定いたしました。

日程第２２ 委員会の閉会中の継続調査申出について
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議 長（佐藤 實君） 日程第22、委員会の閉会中の継続調査申出についての件を議題とい

たします。

〔議題末尾掲載〕

議 長（佐藤 實君） 各常任委員長及び議会運営委員長から、会議規則第74条の規定によ

り、お手元に配付いたしました申出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があり

ます。

お諮りいたします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査に付すること

にご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議 長（佐藤 實君） 異議なしと認めます。よって、各委員長から申出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決定いたしました。

以上をもって、本会議に付議された案件の審議は全部終了いたしました。

これをもって、令和２年６月第６回亘理町議会定例会を閉会いたします。

ご苦労さまでした。

午後２時３０分 閉会

上記会議の経過は、事務局長 西 山 茂 男の記載したものであるが、その内

容に相違ないことを証するため、ここに署名する。
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